
■基本情報

■事業の取組状況

■事業の進捗状況に対する担当課評価及び奈良市子ども・子育て会議における意見等

子ども・子育て会議
における意見等

・No.66：公民館での各種教
室・講座の開催などとリンク
しながら事業を展開できる可
能性はないかと思われる。
・ファミリー・サポート・セ
ンター事業の援助会員不足は
全国的な課題です。依頼会員
は切実なニーズがあるので増
えますが、援助会員はなかな
か難しい。ファミサポの具体
的な活動をより広報し、依頼
者が助けられたことはもちろ
ん、援助者のやりがい・笑顔
なども広めることで援助者が
増えるかもしれない。

・子育て中の親を含めた援助
会員、もしくは利用会員と援
助会員の両方に登録する相互
会員を増加させる等の改善に
取り組んでいかれてはどう
か。

・ファミリー・サポート・セ
ンター事業の援助会員が少な
い状況とのことですが、地域
には人材が眠っているように
も思われます。広報活動だけ
でなく、地域毎の取り組みの
中でこうした事業の紹介や呼
びかけをしていくことも必要
かと思われます。
・援助会員をNo.６１「地域
子育て支援拠点事業」、
No.62.「子育てスポット事
業」、No.63「子育てスポッ
トすくすく事業」、No,６４
「市立こども園の地域活動の
推進」の担い手からも積極的
に募って、より一層促進して
いただきたいです。
・「地域における子育て支援
を更に充実させていく。」と
あるが、地域で活動をしてい
ても、奈良市で掌握できてい
ないものがあるのかの調査が
必要ではないか。
・奈良市のホームページでは
援助会員の具体的な活動の想
像がつきにくような気がしま
す。実際に利用していたり、
援助されている方の声を前面
に挙げていくとわかりやすい
のではと思います。

「サポーターは、どんな人が
いるのか？」 初めての利用
者にとって、サポーターとの
マッチングの不安があると思
います。
サポーターと出会う場所とし
て、子育てスポットで保育サ
ポーターが活動する場所を設
ける等して、「この人なら大
丈夫。」「この人なら懐いて
くれそう」そんな安心感を利
用者側が体感する場所が必要
ではないでしょうか？
また、万が一の事故の場合、
奈良市がどの様な立場に立っ
て対応するのかを、はっきり
させておく事はサポーターに
とっても利用者側にとっても
必要な事だと思います。
利用料の一部を助成する等、
多様な利用者層を想定した取
組を実践していると思いま
す。送迎なども含め、利用者
のニーズにあわせたさらなる
促進の工夫をしていただける
ことを期待します。また、提
供会員と利用会員の両方会員
を増やす工夫を考え、相互扶
助の仕組みがつくれれば、子
育て家庭のサポート体制が豊
かになると考えます。

たくさんの実績を上げている
と感じました。
ただ、HPで検索しましたが、
実態がよくわかりません。例
えば講習会も会場の案内はあ
りますが、どんな講座を受け
ると援助会員になれるのか？
預ける側にすれば、どんな人
がどんな研修を受けてその援
助会員になっているのかを知
りたいと思うのですが、その
情報も見つけられませんでし
た。
大切な子ども・命を預ける事
業ですので、もっとわかりや
すい情報提供をしてはどうで
しょうか？会員数などもわか
りませんでした。安心できる
材料が欲しいと思います。

担当課評価 Ｂ Ｂ Ｂ Ａ

平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度

取り組みの方向性
（課題・改善点等）

積極的な広報活動の結果、会
員数は年々増加しているが、
依然として依頼会員に比べ
て、援助会員が少ない状況に
ある。このため、積極的な広
報活動や援助を行いやすい環
境づくりに引き続き取り組
み、援助会員の増加を図る。

依然として、援助会員が少な
い状況にあるため、積極的な
広報活動や援助を行いやすい
環境づくりに引き続き取り組
み、援助会員及び両方会員の
増加を図る。
また、地域子育て支援拠点等
の子育て支援団体及び民生児
童委員等の地域の子育て支援
者との交流・連携の強化を図
り、地域における子育て支援
を更に充実させていく。

平成30年10月から多子世帯、
ひとり親世帯、生活保護世帯
等に対し、利用料の一部を助
成し、子育て支援、少子化対
策を推進する。

今後も、当事業の利用料助成
制度やエンゼルサポート事業
の周知を積極的に行うととも
に、引き続き、援助を行いや
すい環境づくり等の会員に対
するサポートを行い、援助会
員及び両方会員の増加を図
る。
また、地域の子育て支援団体
及び支援者と連携の強化を図
り、地域の子育て支援の更な
る発展・充実につなげてい
く。

(実績) 7,288 (実績)

取り組み内容・成果等

援助会員を増やすための広報
を行うとともに、登録希望者
への説明会・講習会及び登録
会員のスキルアップ講座・交
流会等を開催し、会員の情報
交換と資質の向上を図ること
により、相互援助活動がス
ムーズかつ活発に行われるよ
うサポートした。

学校・保育園等への送迎や、
一時預かりなど会員による相
互援助活動を行い、地域での
子育ての仲間づくりや地域コ
ミュニティの活性化を図っ
た。

平日のみの開催であった会員
登録のための説明会を毎月土
曜日に開催し、利便性の向上
につなげた。連絡会議に参加
し、関係機関との連携に努め
た。
事務局のあるはぐくみセン
ターだけでなく、西部公民館
でも説明会を開催した。

平成30年10月より多子世帯、ひ
とり親世帯、生活保護世帯等に
対し、利用料の一部助成を開始
し、子育て支援、少子化対策の
推進を図ったとともに、既存の
会員に対しても、相互援助活動
がスムーズかつ活発に行われる
ようサポートした結果、活動件
数が増加につながった。

(決算) 9,149 千円

予算・決算額

(目標) 6,848 (目標) 6,932

(実績) 6,183 (実績) 6,695 (実績) 6,682

目標値と実績値

(目標) 7,050 (目標) 6,988 (目標) 6,902

(決算) 7,418 千円

千円 (予算) 14,158 千円

(決算) 7,429 千円 (決算) 7,419 千円

千円 (予算) 7,434 千円 (予算) 10,782(予算) 7,434 千円 (予算) 7,434

(決算) 千円

平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度

事業内容

指標 ファミリー・サポート・セン
ターの相互援助活動件数（件）

平成26年度
実績値

5,707

量の見込みと確保方策（事業計画第5章）対象事業 (10)子育て援助活動支援事業

「育児の援助を受けたい人」と「育児の援助を行いたい人」が依頼・援
助・両方のいずれかの会員として登録し、児童の放課後の預かりや保育
所等の送迎等で育児の援助が必要となったときに、会員相互の援助活動
を行います。

奈良市子どもにやさしいまちづくりプラン　事業評価シート

事業Ｎｏ 101 事業名 ファミリー・サポート・センター事業 部名 子ども未来部 課名 子ども育成課



■奈良市子どもにやさしいまちづくり条例第11条第2項の規定に対する担当課評価

子ども及びその関係者に
対して適切な情報を提供
しましたか

Ａ Ａ Ａ Ａ担
当
課
評
価

子どもが意見表明や参加
する機会を設けるよう努め
ましたか

― ― ― ―

平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度

意見等に対する対応状況

・公民館や地域子育て支援拠
点等との連携・協働を図るこ
とで、地域における子育て支
援を更に充実させていきた
い。
・援助会員を増やすため、
ホームページや奈良しみんだ
よりへの掲載、保育所・幼稚
園や福祉センター等へのリー
フレット配布などを行った
が、今後、具体的な事例を
使った広報など、効果的な広
報活動を検討する。
・援助会員のみならず、両方
会員の増加を図る取組も検討
していきたい。

・地域毎の取り組みの中での
事業の紹介については、公民
館等を利用し、説明会の開催
を計画している。
・各種子育て支援関連事業の
利用者向けの周知だけでな
く、スタッフにも積極的に登
録を呼びかける。
・地域における子育て支援の
活動については、ファミ
リー・サポート・センターだ
けでなく、地域子育て支援拠
点事業としても情報の収集に
努める。
・今後、現在の広報誌を市の
ホームページに掲載し、新た
に援助会員の活動を紹介した
チラシを作成、掲示し、市の
ホームページにも掲載する。

・年に２回全体交流会を開催
しており、どのような会員が
いるか雰囲気を知ることので
きる機会となっている。ま
た、初めての利用が不安な場
合は慣らし利用を提案する
等、安心して利用できるよう
に事務局が努めている。
・活動中に生じた事故は、会
員間での解決を原則としてい
るが、万一の事故に備えて、
ファミリー・サポート・セン
ター補償保険に一括して加入
するものとし、当該保険料に
ついては市が負担するとして
いる。また、事業の実施主体
は市であり、事故が起こった
場合責任をもって円満な解決
への尽力や事故防止や対処法
の研修実施等を通して十分な
対策に努めていく。
・積極的な広報活動の結果、
会員数は年々増加している
が、依然として依頼会員に比
べ、援助会員が少ない状況に
ある。このため、積極的な広
報活動や援助を行いやすい環
境づくりに引き続き取り組
み、援助会員の増加を図る。

ホームページの掲載内容を更
新し、講習会・スキルアップ
講座の内容例、会員数、活動
内容とその利用実績等を新た
に掲載した。
引き続き、閲覧者にとってわ
かりやすく、利用者・利用希
望者が安心できるような情報
の提供に努める。



■基本情報

■事業の取組状況

■事業の進捗状況に対する担当課評価及び奈良市子ども・子育て会議における意見等

奈良市子どもにやさしいまちづくりプラン　事業評価シート

事業Ｎｏ 102 事業名 子育て支援アドバイザー事業 部名 子ども未来部 課名 子ども育成課

平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度

事業内容
子育て支援アドバイザーとして登録した地域の子育て経験豊かな市民
を、乳幼児と保護者が集まる場所に派遣し、保護者の子育てに関する疑
問や悩みに対する相談等を行います。

指標
子育て支援アドバイザーの

派遣回数（回）
平成26年度
実績値

533

量の見込みと確保方策（事業計画第5章）対象事業 該当なし

千円 (予算) 1,224 千円

(決算) 1,224 千円 (決算) 1,224 千円

千円 (予算) 1,224 千円 (予算) 1,224(予算) 1,224 千円 (予算) 1,224

(決算) 千円(決算) 1,224 千円

予算・決算額

(目標) 500 (目標) 500

(実績) 630 (実績) 552 (実績) 537

目標値と実績値

(目標) 500 (目標) 500 (目標) 500

(決算) 1,224 千円

取り組みの方向性
（課題・改善点等）

今後も引き続き、事業を地域
子育て支援拠点事業の実施団
体に委託し、事務の効率化及
び事業内容の充実を図る。

引き続き、子育て支援アドバ
イザー事業を地域子育て支援
拠点事業の実施団体に委託す
ることで、子育て支援に関す
る専門知識や経験豊富な拠点
スタッフがアドバイザー業務
に携わることとなり、子育て
支援のさらなる連携の強化と
事業内容の充実を図る。ま
た、各地域子育て支援拠点等
との連携・協働を図ること
で、地域における子育て支援
を更に充実させていく。

引き続き、子育て支援のさら
なる連携の強化と事業内容の
充実を図る。

引き続き、子育て支援アドバ
イザー事業を地域子育て支援
拠点事業の実施団体に委託す
ることで、子育て支援に関す
る専門知識や経験豊富な拠点
スタッフがアドバイザー業務
に携わることとなり、子育て
支援のさらなる連携の強化と
事業内容の充実を図る。ま
た、各地域子育て支援拠点等
との連携・協働を図ること
で、地域における子育て支援
を更に充実させていく。

(実績) 500 (実績)

取り組み内容・成果等

活動内容を３区分に分類し、
依頼元のニーズに沿った派遣
を行うことにより、派遣回数
が増加している。また、事務
の効率化及び事業内容の充実
を図るため、子育て支援の経
験豊富なスタッフが在籍する
地域子育て支援拠点事業の実
施団体に事業を委託してい
る。

子育てサークル等の地域の子
育て支援団体からの依頼によ
り、子育て支援アドバイザー
が乳幼児とその保護者が集ま
る場所に出向き、子育てにつ
いての情報提供や育児相談、
絵本の読み聞かせ、手遊び、
親子体操等の遊びを伝えるな
ど、子育て支援を行った。

地域の子育て支援団体からの
依頼により、子育て支援アド
バイザーが乳幼児とその保護
者が集まる場所に出向き、子
育て支援を行った。
地域子育て支援拠点事業の実
施団体に委託することで、子
育て支援の連携の強化と事業
内容の充実をにつながった。

地域の子育て支援団体からの
依頼により、子育て支援アド
バイザーが乳幼児とその保護
者が集まる場所に出向き、子
育て支援を行った。
地域子育て支援拠点事業の実
施団体に委託することで、子
育て支援の連携の強化と事業
内容の充実をにつながった。

担当課評価 Ａ Ａ Ａ Ａ

平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度

子ども・子育て会議
における意見等

・No.66：公民館での各種教
室・講座の開催などとリンク
しながら事業を展開できる可
能性はないかと思われる。

・事業を通して貧困家庭であ
る可能性を探り、対策が可能
になるのではないか？そのた
めアドバイザーの人数増や各
地の子育てサークルの活動掌
握が必要である。

・子育て支援アドバイザー事
業を地域子育て支援拠点事業
の実施団体に委託することが
大切である。子育て支援に関
する専門知識や経験豊富な拠
点スタッフがアドバイザー業
務に携わること、子育て支援
のさらなる連携の強化と事業
内容の充実を図ることであ
る。各地域子育て支援拠点等
との連携・協働を図ること
で、地域における子育て支援
を更に充実させていく必要が
ある。ただ、何を支援するの
かは、時代と共に考えなけれ
ばならないのではないか。本
当に必要な人への支援となっ
ているのかは考えねばならな
い。
・事前面接や書類選考なしに
希望する受講者全員が2日間
の研修でアドバイザーの認定
をされることに少し不安を感
じています。たくさんのアド
バイザーを養成されることは
良いことですが、質の確保も
支援をしていくためには大切
だと思います。

昨年度の意見に「子育て支援
アドバイザーが、事前面接や
書類選考なしに希望する受講
者全員が2日間の研修で、ア
ドバイザーに認定される」事
に不安を感じるとあります
が、私もそう思います。
子育てのアドバイスをする人
は、自分の経験だけでなく、
確固たる知識量と心理的なダ
メージを推し量れる、経験豊
かな人材が必要だと思われま
す。アドバイザーは、数でな
く、質を求めるべき所だと思
います。

子育て支援アドバイザーに
は、ママさんたちが自分たち
で考え、自分で解決する力を
つけるために傾聴のスキル
アップ研修を研修に取り入れ
ることを期待します。



■奈良市子どもにやさしいまちづくり条例第11条第2項の規定に対する担当課評価

現在、アドバイザー養成講座
において、コミュニケーショ
ンスキルの向上に関する研修
を実施しており、当該研修に
傾聴のスキルアップに係る内
容が含まれている。
今後も同様の研修を実施する
予定があるため、引き続き子
育て支援アドバイザーの傾聴
スキルの向上を図っていく。

平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度

意見等に対する対応状況

既に、公民館から依頼を受け
て、講座にアドバイザーが派
遣され、活動を行っている
ケースが多数あるが、公民館
のみならず、各地域子育て支
援拠点等との連携・協働を図
ることで、地域における子育
て支援を更に充実させていき
たい。

・市内各地域において、アド
バイザーや子育てサークルも
含めた地域の子育て支援関係
者交流会を実施しており、ア
ドバイザーが地域のサークル
の活動を把握し、サークルの
メンバーはアドバイザーを頼
るという関係は出来ている。
　また、アドバイザー事業を
地域子育て支援拠点事業の実
施団体に委託し、子育て支援
に関する専門知識や経験豊富
な拠点スタッフがアドバイ
ザー業務に携わっている。
　その上で、アドバイザーへ
の、子どもの貧困や児童虐待
に関する研修の実施等により
そのスキルアップを図り、各
地域の子育て支援拠点等との
連携・協働を密にすること
で、本当に必要な人への支援
へと繋げていきたい。

・２日間の研修でアドバイ
ザーを認定した後も、研修は
継続して実施している。
　今後、研修の内容をより充
実させるとともに、地域の子
育て支援関係者との交流の機
会を多く持つことにより、ア
ドバイザーの質の確保を図っ
ていきたい。

アドバイザー事業の委託先で
ある地域子育て支援拠点のス
タッフが子育て支援に関する
専門知識や経験に基づいて派
遣の調整を行っており、アド
バイザーによって簡単な依頼
で様子を見る、または派遣を
見合わせることも行ってい
る。また、アドバイザーは登
録時に活動の種類（遊びの紹
介、聞き役、見守り）に分け
て登録し、適材適所への派遣
に努めており、フォローアッ
プ講座を開催し、質の向上に
も努めている。

子どもが意見表明や参加
する機会を設けるよう努め
ましたか

― ― ― ―

担
当
課
評
価

子ども及びその関係者に
対して適切な情報を提供
しましたか

Ａ Ａ Ａ Ａ



■基本情報

■事業の取組状況

■事業の進捗状況に対する担当課評価及び奈良市子ども・子育て会議における意見等

地域で活動する子育てサークルに補助金を交付することにより、経済的
に支援するとともに、サークルを含めた地域の子育て支援団体を対象に
した交流会を行うことにより、情報交換等のネットワーク化を図り、子
育て中の保護者が自主的に運営する子育てサークルを支援します。

子ども・子育て会議
における意見等

・No.66：公民館での各種教
室・講座の開催などとリンク
しながら事業を展開できる可
能性はないかと思われる。

・子育てサークルは、親子で
参加しやすいため、予算が増
え開催回数が増える事は子育
て中の世帯にとって望ましい
と考える。

・事業を通して貧困家庭であ
る可能性を探り、対策が可能
になるのではないか？そのた
めアドバイザーの人数増や各
地の子育てサークルの活動掌
握が必要である。

・子育てサークルの方々への
補助金は、活動促進につなが
るが、一方で活用方法につい
ての知識が不足しているケー
スも多くみられる。単に補助
金を交付するだけでなく、子
育て支援のメニューを提供す
ることも必要ではないかと思
います。

担当課評価 Ｂ Ｂ Ａ Ｂ

予算に対しての実績額が非常
に少ないことが気になる。
昨年度の回答で、サークルメ
ンバーがアドバイザーを頼る
構図ができているということ
であったが、実績額が増えて
いないのに支援できていると
言えるのか。
また、平成30年度は予算が減
少していることも、活動の抑
制につながりかねないと考え
ます。

「子育て中の保護者が自主的
に運営する子育てサークル」
を支援することを目標にされ
て、補助金を出されていると
のことですが、子育て中の保
護者が全員対象になっている
のでしょうか。地域では「地
域自治協議会」作りを進めて
いますが、これらの事業は協
働事業とすることができるの
ではないかと考えます。

子育てサークルの数が減って
きている中で、サークル支援
のあり方そのものの再検討が
必要と考える。子育てサーク
ルは、ママさんたちが自主的
に開催することで、情報交換
の場だけでなく、人材育成や
地域活性の役割を持ってい
る。情報交換やママたちの
ネットワークを作ることは、
支援センターやスポット事業
でも行われていることなの
で、子育てサークルのママさ
んたちの力を生かす場づくり
という視点で、「子育てサー
クル」の定義を見直すべきと
考える。

平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度

取り組みの方向性
（課題・改善点等）

サークル運営補助金の交付に
よる経済的な支援と併せ、地
域子育て支援拠点や地域の子
育て支援者を対象とした「子
育て支援交流会」等の各種交
流会を実施し、関係機関及び
子育て支援者等の交流・連携
の強化を図ることにより、地
域で自主的に活動する「子育
てサークル」を支援してい
く。

サークル運営補助金の交付に
よる経済的な支援と併せ、地
域子育て支援拠点や地域の子
育て支援者を対象とした「子
育て支援交流会」等の各種交
流会を実施し、関係機関及び
子育て支援者等の交流・連携
の強化を図ることにより、地
域で自主的に活動する「子育
てサークル」を支援してい
く。

サークル運営補助金の交付に
よる経済的な支援と併せ、地
域子育て支援拠点や地域の子
育て支援者を対象とした「子
育て支援交流会」等の各種交
流会を実施し、関係機関及び
子育て支援者等の交流・連携
の強化を図ることにより、地
域で自主的に活動する「子育
てサークル」を支援してい
く。

サークル運営補助金の交付に
よる経済的な支援と併せ、地
域子育て支援拠点や地域の子
育て支援者を対象とした「子
育て支援交流会」等の各種交
流会を実施し、関係機関及び
子育て支援者等の交流・連携
の強化を図ることにより、地
域で自主的に活動する「子育
てサークル」を支援してい
く。

(実績) 7 (実績)

取り組み内容・成果等

子育てサークルを含めた地域
の子育て支援団体を対象に交
流会を年間７回開催し、地域
に根ざしたサークル支援を行
うとともに、地域の子育て支
援団体との交流を図った。併
せて、活動の継続性を担保す
るため、子育てサークルに補
助金を交付している。

財政的基盤が脆弱な子育て
サークルの運営費の一部を補
助することにより、地域で孤
立しがちな子育て親子が参加
できるふれあいと情報交換の
場の確保に努めた。また、地
域子育て支援拠点を中心とし
て、地域の子育て支援のネッ
トワーク化を図り、子育て
サークルを支援した。
　

サークル運営補助金による経
済的な支援を行った。
「子育て支援交流会」等の各
種交流会を実施した。
地域子育て支援拠点が、サー
クルの運営等について相談を
受け、活動の支援を行った。

サークル運営補助金による経
済的な支援を行った。
「子育て支援交流会」等の各
種交流会を実施した。
地域子育て支援拠点が、サー
クルの運営等について相談を
受け、活動の支援を行った。
また、地域子育て支援拠点を
中心として、地域の子育て支
援のネットワーク化を図り、
子育てサークルを支援した。

(決算) 388 千円

予算・決算額

(目標) 7 (目標) 7

(実績) 7 (実績) 7 (実績) 7

目標値と実績値

(目標) 7 (目標) 7 (目標) 7

(決算) 469 千円

千円 (予算) 500 千円

(決算) 812 千円 (決算) 631 千円

千円 (予算) 1,000 千円 (予算) 800(予算) 1,000 千円 (予算) 1,000

(決算) 千円

平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度

事業内容

指標 子育て支援交流会の
開催回数（回）

平成26年度
実績値

7

量の見込みと確保方策（事業計画第5章）対象事業 該当なし

奈良市子どもにやさしいまちづくりプラン　事業評価シート

事業Ｎｏ 103 事業名 子育てサークルの支援 部名 子ども未来部 課名 子ども育成課



■奈良市子どもにやさしいまちづくり条例第11条第2項の規定に対する担当課評価

子ども及びその関係者に
対して適切な情報を提供
しましたか

Ａ Ａ Ａ Ａ

平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度

意見等に対する対応状況

・公民館で開催しているサー
クルは多数あり、公民館祭り
などの公民館主催の行事を合
同で行っているサークルもあ
る。
・今後、公民館のみならず、
地域子育て支援拠点を中心と
して、地域の子育て支援の
ネットワーク化を図り、子育
てサークルを支援していく。

・市内各地域において、アド
バイザーや子育てサークルも
含めた地域の子育て支援関係
者交流会を実施しており、ア
ドバイザーが地域のサークル
の活動を把握し、サークルの
メンバーはアドバイザーを頼
るという関係は出来ている。
　今後、アドバイザーへの、
子どもの貧困や児童虐待に関
する研修の実施等によりその
スキルアップを図り、各地域
の子育て支援拠点等との連
携・協働を密にすることで、
本当に必要な人への支援へと
繋げていきたい。

・地域子育て支援センターの
地域支援活動が充実してきて
おり、子育てサークルに対し
ても、サークル運営の助言や
情報提供等を行っている。
　また、子育てサークルと、
地域子育て支援拠点や地域の
子育て支援者を対象とした
「子育て支援交流会」を開催
し、地域で子育てサークルを
支援している。
　今後は、これらの支援をよ
り充実させ、地域の子育て支
援のネットワーク化を図るこ
とにより、子育てサークルを
支援していきたい。

・こども園の未就園児クラ
ス、私立幼稚園の２歳児クラ
スなど市の子育て支援環境の
変化により、サークルを廃止
する団体が年々増えている。
引き続き、市や地域子育て支
援拠点によるサークルについ
ての広報活動や情報提供、講
師やアドバイザー派遣などの
支援を継続したい。
・補助金交付は要件を満たす
子育てサークルのみが対象で
ある。
・「地域自治協議会」につい
ては、必要に応じて周知を検
討していく。

サークル数が減少しているこ
とから、予算の見直しを行う
とともに、サークル支援の在
り方についても検討する。

担
当
課
評
価

子どもが意見表明や参加
する機会を設けるよう努め
ましたか

― ― ― ―



■基本情報

■事業の取組状況

■事業の進捗状況に対する担当課評価及び奈良市子ども・子育て会議における意見等

■奈良市子どもにやさしいまちづくり条例第11条第2項の規定に対する担当課評価

平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度

Ｂ

子どもが意見表明や参加
する機会を設けるよう努め
ましたか

Ａ Ａ Ａ Ａ

子ども・子育て会議
における意見等

・事件があった時には関心が
高くなるが、しばらくすると
忘れられる。定期的な広報活
動が必要である。
・何が安心・安全かという議
論において、子どもの気持ち
や意見を聴く（子ども参
加）、子どもの居場所を奪わ
ない、自分で防ぐ力を育む、
そのための適切な情報提供を
するという視点も大切にして
いただきたい。

・自転車の事故が増加し、ま
すます自転車のルールやマ
ナーなどが求められているの
で、子どもたちに知識を身に
付けさせる機会は重要で、積
極的な実施をお願いしたい。
・法改正に対応するきめ細や
かな安全教室の引き続きの実
施（内容）とともに、未実施
の学校園への実施についても
検討いただきたい。

担
当
課
評
価

子ども及びその関係者に
対して適切な情報を提供
しましたか

Ａ Ａ Ａ Ａ

平成27年度 平成28年度

・自転車の乗り方やルールの
指導については、引き続き交
通安全教室や啓発活動を通じ
て周知を行っていく。
・通学路安全推進協議会や通
学路安全点検等を通じて通学
路の安全を確保していく。

ー

Ｂ ＡＢ担当課評価

平成29年度 平成30年度 平成31年度

・子どもの安全は危機といえ
る。大人が信用できない、地
域が信用できないことが多
く、セイフティーネットがか
けにくいといえる。
・事業の充実度が、その地域
の安全性・快適性に繋がって
いると考えます。ハード＆ソ
フト(支援、教室開催)等　充
実度ＵＰの推進をお願い致し
ます。

・子どもの交通安全に対する
意識は日常の声掛けが必要で
家庭によるところも大きい。
大人自体がルールを守ってい
ない現状もあり、交通安全教
室に大人も参加していくよう
な工夫も必要かと思います。
・子供たちの交通事故の減少
を図るため、実施率向上に向
け取り組んでいただきたい。
特に自転車の乗り方やルール
の指導を徹底してほしい。

意見等に対する対応状況

・各種行事やしみんだより、
ホームページ等を活用し、広
報活動を展開する。
・子どもが自ら安全を確保す
る力を育んでもらうため、
年々変動する交通状況に即し
た交通安全教室を実施してい
く。実施校を増やすべく、開
催案内の内容等を検討した
い。

・交通安全教室の実施、交通
安全指導員による登下校時の
立哨等、地域全体への交通安
全支援の充実を図る。
・学校園で実施する交通安全
教室は日程上大人の参加が難
しい。交通安全運動期間の休
日に実施する交通安全イベン
ト等で全世代へルールの周知
を図りたい。
・引き続き自転車の乗り方や
ルールの指導の充実を図る。

ー

所轄警察署との連携により、
目標を上回る交通安全教室の
実施をしていただいたことは
高く評価できる。
自転車の乗り方やルールの指
導については、特に一人で出
かけることが増えてくる小学
生を中心に引き続き徹底して
ほしい。
また、通学時の交通事故も後
を絶たないため、交通安全教
室の範囲ではないが、既存の
通学路の安全性確認も所轄警
察署と連携して合わせて行っ
ていただきたい。

取り組みの方向性
（課題・改善点等）

今後も引き続き、決め細やか
な交通安全教室の実施に向け
取り組んで行く。
・平成２７年６月の法改正に
より、一層正しい運転が定め
られた自転車の乗り方やルー
ル指導
・横断歩道や交差点での歩行
指導
・教員や保護者に対する立哨
指導

今後も引き続き、決め細やか
な交通安全教室の実施に向け
取り組んで行く。
・平成２７年６月の法改正に
より、一層正しい運転が定め
られた自転車の乗り方やルー
ル指導
・横断歩道や交差点での歩行
指導
・教員や保護者に対する立哨
指導

最新の法改正の内容等を取り
込みながら、子どもにもわか
りやすい交通安全教室の実施
に向け取り組んで行く。
・自転車の乗り方や点検整備
方法、ルール指導
・横断歩道や交差点、踏切等
での歩行指導
・教員や保護者に対する立哨
指導

最新の法改正の内容等を取り
込みながら、子どもにもわか
りやすい交通安全教室の実施
に向け取り組んで行く。子ど
もと関わりがあると思われる
高齢者向けの交通安全教室に
も取り組んでいく。
・自転車の乗り方や点検整備
方法、ルール指導
・横断歩道や交差点、踏切等
での歩行指導
・教員や保護者に対する立哨
指導

取り組み内容・成果等

目標値と実績値

千円

(目標) 63 (目標) 63 (目標) 63 (目標)(目標) 63 63

(実績) 65.562.1 (実績) 50.2 (実績) (実績)

当該年度実施分について前年
度末以降に各学校園からの要
望をいただき、日程調整の上
で、所轄警察署と連携し、交
通安全教室を実施している。
２７年度については要望の
あった学校園全てで実施する
ことができた。

当該年度実施分について前年
度末以降に各学校園からの要
望をいただき、日程調整の上
で、所轄警察署と連携し、交
通安全教室を実施している。
２８年度については要望の
あった学校園全てで実施する
ことができた。

当該年度実施分について前年
度末以降に各学校園からの要
望をいただき、日程調整の上
で、所轄警察署と連携し、交
通安全教室を実施している。
２９年度については目標値以
上の学校園で実施することが
できた。

当該年度実施分について前年
度までと同様の方式で受付を
行い、所轄警察署と連携し、
交通安全教室を実施してい
る。３０年度については目標
値以上の学校園で実施するこ
とができたが、猛暑で、学校
園の行事が変更になり、教室
の中止が相次いだため。

(実績) 70.8

予算・決算額

(予算) 3,555

(決算) (決算)4,167 千円

5,174 千円 (予算) 4,189 千円 (予算) 千円 (予算) 4,186

(決算) 3,650 千円

千円

(決算) 5,112 千円 (決算)

千円(予算)

4,181 千円

4,186

平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度

事業内容

学校園に出向き、警察と協力して横断歩道の渡り方、正しい自転車の乗
り方などの交通ルールをビデオ・人形劇等でわかりやすく説明するとと
もに、信号機を使った実技指導なども併せて行い、子どもたちに交通事
故から身を守るすべを身につけてもらうために開催します。

指標 交通安全教室実施率（％）
平成26年度
実績値

53.2

量の見込みと確保方策（事業計画第5章）対象事業 該当なし

奈良市子どもにやさしいまちづくりプラン　事業評価シート

事業Ｎｏ 104 事業名 交通安全教室の開催 部名 ー 課名 危機管理課



■基本情報

■事業の取組状況

■事業の進捗状況に対する担当課評価及び奈良市子ども・子育て会議における意見等

奈良市子どもにやさしいまちづくりプラン　事業評価シート

事業Ｎｏ 105 事業名 学校・家庭・地域が連携した防犯力の充実 部名

指標 「子ども安全の日の集い」
参加人数（人）

平成26年度
実績値

291

平成30年度

千円

「子ども安全の日の集い」を開催する等、子どもの安全に取り組む大
人の防犯意識を高めます。

予算・決算額

(決算) 1,492

1,302 (予算)

(決算) 1,283 千円 (決算)

量の見込みと確保方策（事業計画第5章）対象事業 該当なし

2,504 千円

(予算) 1,497 千円 (予算) 2,996 千円

平成31年度

平成28年度は、「子ども安
全の日の集い」に子どもの
安全に関わる大人と、市内
の小中高校生の代表ら、併
せて330名が参加した。「地
域の安全を守る」ことにつ
いて実効性のある取組を提
案した。
また、職員による青色防犯
パトロールを、毎月17日、
始業式及び終業式に,延べ88
回実施した。

教育部 課名 いじめ防止生徒指導課

平成27年度 平成28年度 平成29年度

千円(決算)

(予算) 122 千円 (予算)

(決算) 43 千円

1,182 千円

平成31年度

事業内容

(目標) 300

奈良市で発生した小１女児
殺害事件を風化させないよ
う、子どもを守る大人の意
識を高め、維持するため
に、時宜にあった「子ども
安全の日の集い」を開催す
る必要がある。また、「地
域安全マップ」の作成等を
通じ、子どもに危険予測、
危険回避能力を身につけさ
せる実践的な防犯教育を推
進し、平時からの備えを身
に付け実効性のある取組を
継続して進める。
次世代の担い手確保という
課題があることから、たく
さんの大人の協力が得られ
るように取り組む。

平成30年度は、「子ども安
全の日の集い」に学校関係
者や保護者など、子どもの
安全に関わる大人ら、併せ
て300名が参加した。「地域
の安全を守る」ことについ
て実効性のある取組を提案
した。
また、職員による青色防犯
パトロールを、毎月17日、
始業式及び終業式に,延べ85
回実施した。

千円

300315 (実績) (実績)

(目標) 300

取り組みの方向性
（課題・改善点等）

奈良市で発生した小１女児
殺害事件の風化させないよ
う、子どもを守る大人の意
識を高め、維持するため
に、時宜にあった「子ども
安全の日の集い」を開催す
る必要がある。また、「な
ら子ども安全宣言」の発表
を受け、実効性のある取組
を進めていく。
見守り活動の継続について
は、次世代の担い手確保と
いう課題があり、より多く
の大人の協力が得られるよ
う取組を進めていく必要が
ある。

奈良市で発生した小１女児
殺害事件の風化させないよ
う、子どもを守る大人の意
識を高め、維持するため
に、時宜にあった「子ども
安全の日の集い」を開催す
る必要がある。また、「な
ら子ども安全宣言」の発表
を受け、実効性のある取組
を継続して進め、平時から
の備えを身に付ける。
見守り活動の継続について
は、次世代の担い手確保と
いう課題があり、より多く
の大人の協力が得られるよ
う取組を進めていく必要が
ある。

奈良市で発生した小１女児
殺害事件の風化させないよ
う、子どもを守る大人の意
識を高め、維持するため
に、時宜にあった「子ども
安全の日の集い」を開催す
る必要がある。また、「な
ら子ども安全宣言」の発表
を受け、平時からの備えを
身に付け実効性のある取組
を継続して進める。
次世代の担い手確保という
課題がありことから、たく
さん大人の協力が得られる
ように取り組む。

取り組み内容・成果等

平成27年度は、「子ども安
全の日の集い」に子どもの
安全に関わる大人と、市内
の小中高校生の代表ら、併
せて320名が参加した。「私
達の安全の取組」という
テーマでパネルディスカ
ションを実施し、実効性の
ある取組を提案した。
また、職員による青色防犯
パトロールを、毎月17日、
始業式及び終業式に実施し
た。（延べ88回、176人）

(実績) 320 (実績) 330

目標値と実績値

平成29年度は、「子ども安
全の日の集い」に子どもの
安全に関わる大人と、市内
の小中高校生の代表ら、併
せて315名が参加した。「地
域の安全を守る」ことにつ
いて実効性のある取組を提
案した。
また、職員による青色防犯
パトロールを、毎月17日、
始業式及び終業式に,延べ85
回実施した。

(実績)

(目標) 300 (目標) 300 (目標) 300

平成28年度 平成29年度 平成30年度

・事件があった時には関心
が高くなるが、しばらくす
ると忘れられる。定期的な
広報活動が必要である。
・何が安心・安全かという
議論において、子どもの気
持ちや意見を聴く（子ども
参加）、子どもの居場所を
奪わない、自分で防ぐ力を
育む、そのための適切な情
報提供をするという視点も
大切にしていただきたい。

・大会参加人数も重要であ
るが、子どもの安全と確保
するには地域の方々の協力
は不可欠であり、次世代の
担い手の確保に努めてもら
いたい。また、子どもたち
を地域で見守るという体勢
は重要であり、広く周知し
てもらうための計画が必要

である。

担当課評価

平成27年度

Ｂ

ー
子ども・子育て会議
における意見等

Ｂ Ｂ Ｂ

子ども安全の日の集いを、
参加者だけの学びの場にせ
ず、より多くの児童保護者
の啓発に効果が出る事業に
されるよう期待したい。

事業内容が、「子どもの安
全に取り組む大人の防犯意
識を高めます」となってい
ますが、その評価指標が
「「子ども安全の日の集
い」参加人数（人）」で行
われています。
地域では、子供の登下校の
見守り活動（立哨含む）、
巡視活動、青色パトロー
ル、を行なっていますが、
少年指導協議会・駅前交番
活動・交通安全指導委員・
地域安全指導員等々学校と
の連携は取れていません。
それぞれの団体が、防犯の

取組をしていても連携・協
力ができていないと思いま
す。学校教育部が「学校・
家庭・地域が連携した防犯
力の充実」を図ろうとする
のであれば、「子供安全の
日の集い」に集う人数を評
価指標とするのではなく、
地域で子供達のために活動
する団体数や、活動内容を
把握して、その連携・協力
事業数を評価対象とすべき
ではないかと考えます。

・子どもの安全は危機とい
える。大人が信用できな
い、地域が信用できないこ
とが多く、セイフティー
ネットがかけにくいといえ
る。
・事業の充実度が、その地
域の安全性・快適性に繋
がっていると考えます。
ハード＆ソフト(支援、教室
開催)等　充実度ＵＰの推進
をお願い致します。
・ここに子どもを守る為の
防災・減災の項目があれば
良いと思います。
・防犯に関わっては、子ど
も自身の意識・知識の習
得、地域の人材を活用し
た、家庭・学校園・地域・
市の連携が重要である。子
どもを中心に据えた、各
者、関連機関の一層の連携

を期待する。

・子ども安全の日の集いの
参加人数は毎年目標達成し
ていますが、見守り活動の
次世代の担い手確保という
課題からは、新たな目標設
定が必要と感じます。
・「学校・家庭・地域が連
携した防犯力の充実」と
「指標」を「子ども安全の
日の集い」参加人数として
いるのは評価を矮小化させ
てしまうのではないか。指
標を「事業の実施件数及び
参加人数」にしてはどう
か。
・「防犯力の充実」を目指
すのであれば地域で実施さ
れている活動数や事業内容
の数を評価対象としてその
団体数や事業内容数の増加
を図るべきではないか。ま
た、「地域」とは何を指す
のか。



■奈良市子どもにやさしいまちづくり条例第11条第2項の規定に対する担当課評価

・事件があった時には関心
が高くなるが、しばらくす
ると忘れられる。定期的な
広報活動が必要である。
・何が安心・安全かという
議論において、子どもの気
持ちや意見を聴く（子ども
参加）、子どもの居場所を
奪わない、自分で防ぐ力を
育む、そのための適切な情
報提供をするという視点も
大切にしていただきたい。

・大会参加人数も重要であ
るが、子どもの安全と確保
するには地域の方々の協力
は不可欠であり、次世代の
担い手の確保に努めてもら
いたい。また、子どもたち
を地域で見守るという体勢
は重要であり、広く周知し
てもらうための計画が必要

である。

平成27年度

子どもが意見表明や参
加する機会を設けるよう
努めましたか

Ａ

ー

担
当
課
評
価

子ども・子育て会議
における意見等

意見等に対する対応状況

学校、保護者、地域、行政
が一体となり、子どもの安
全を守る意識を高めると同
時に、子ども自身が自らの
安全を守る力を高めるため
の取組を一層充実させる。

Ａ

子ども及びその関係者に
対して適切な情報を提供
しましたか

Ａ Ａ Ａ

次年度は、ＰＴＡや地域の
方々も含めた参加型の「子
ども安全の日の集い」を計
画し、各小学校区での取組
につなげたいと考えてい
る。また、いじめ防止生徒
指導課で、見守りボラン
ティアの方々の課題や状況
を把握するアンケート等の
実施を計画している。

Ａ

Ａ Ａ

市内２１中学校区にそれぞ
れ設置されている少年指導
協議会の定例会において、
子どもたちの現状や様子等
について情報交換をし、学
校、保護者、地域、行政が
一体となり子どもの安全確
保を図る。

ー

平成28年度

子ども安全の日の集いを、
参加者だけの学びの場にせ
ず、より多くの児童保護者
の啓発に効果が出る事業に
されるよう期待したい。

事業内容が、「子どもの安
全に取り組む大人の防犯意
識を高めます」となってい
ますが、その評価指標が
「「子ども安全の日の集
い」参加人数（人）」で行
われています。
地域では、子供の登下校の
見守り活動（立哨含む）、
巡視活動、青色パトロー
ル、を行なっていますが、
少年指導協議会・駅前交番
活動・交通安全指導委員・
地域安全指導員等々学校と
の連携は取れていません。
それぞれの団体が、防犯の

取組をしていても連携・協
力ができていないと思いま
す。学校教育部が「学校・
家庭・地域が連携した防犯
力の充実」を図ろうとする
のであれば、「子供安全の
日の集い」に集う人数を評
価指標とするのではなく、
地域で子供達のために活動
する団体数や、活動内容を
把握して、その連携・協力
事業数を評価対象とすべき
ではないかと考えます。

平成29年度 平成31年度平成30年度

・子どもの安全は危機とい
える。大人が信用できな
い、地域が信用できないこ
とが多く、セイフティー
ネットがかけにくいといえ
る。
・事業の充実度が、その地
域の安全性・快適性に繋
がっていると考えます。
ハード＆ソフト(支援、教室
開催)等　充実度ＵＰの推進
をお願い致します。
・ここに子どもを守る為の
防災・減災の項目があれば
良いと思います。
・防犯に関わっては、子ど
も自身の意識・知識の習
得、地域の人材を活用し
た、家庭・学校園・地域・
市の連携が重要である。子
どもを中心に据えた、各
者、関連機関の一層の連携

を期待する。

・子ども安全の日の集いの
参加人数は毎年目標達成し
ていますが、見守り活動の
次世代の担い手確保という
課題からは、新たな目標設
定が必要と感じます。
・「学校・家庭・地域が連
携した防犯力の充実」と
「指標」を「子ども安全の
日の集い」参加人数として
いるのは評価を矮小化させ
てしまうのではないか。指
標を「事業の実施件数及び
参加人数」にしてはどう
か。
・「防犯力の充実」を目指
すのであれば地域で実施さ
れている活動数や事業内容
の数を評価対象としてその
団体数や事業内容数の増加
を図るべきではないか。ま
た、「地域」とは何を指す
のか。



■基本情報

■事業の取組状況

■事業の進捗状況に対する担当課評価及び奈良市子ども・子育て会議における意見等

25,635

量の見込みと確保方策（事業計画第5章）対象事業 該当なし

部名 教育部 課名 いじめ防止生徒指導課

奈良市子どもにやさしいまちづくりプラン　事業評価シート

事業Ｎｏ 106 事業名 不審者情報の配信

事業内容

指標 「なら子どもサポートネット」
登録者数（人）子どもたちの登下校時の安全確保のために、警察と連携して、学校園や

地域から入ってくる不審者の情報を「なら子どもサポートネット」登録
者に配信します。

平成26年度
実績値

平成30年度 平成31年度

1,243 千円

予算・決算額

(予算) 260

(決算) 98

368 451 千円

取り組みの方向性
（課題・改善点等）

不審者情報や子どもの安全安
心情報については、保護者や
市民のニーズが高く、「なら
子どもサポートネット」の今
後の安定した運営と、登録者
を増やすために、「ならしみ
んだより」への掲載や登録案
内配布等の啓発活動が必要で
ある。また、「ナポくんメー
ル」等の安全情報を発信して
いる他の関係機関(奈良県
警）と情報共有を図ることも
重要である。

不審者情報や子どもの安全安
心情報については、保護者や
市民のニーズが高く、「なら
子どもサポートネット」の今
後の安定した運営と、登録者
を増やすために、「ならしみ
んだより」への掲載や登録案
内配布等の啓発活動が必要で
ある。また、「ナポくんメー
ル」等の安全情報を発信して
いる他の関係機関(奈良県
警）と情報共有を図ることも
重要である。

不審者情報や子どもの安全安
心情報については、保護者や
市民のニーズが高く、迅速で
正確な情報提供が求められ
る。「なら子どもサポート
ネット」の登録案内配布等の
啓発活動を進めるとともに、
「ナポくんメール」等の安全
情報を発信している他の関係
機関(奈良県警）と情報共有
を図ることも重要である。ま
た、今後の安定した運用に向
けたシステム更新に関する検
討を進める必要がある。

取り組み内容・成果等

平成27年度の登録者数（保護
者、地域、関係機関等）は
25,150人であり、正確な情報
確認と配信に努め、市内にお
ける子どもの安全安心情報の
提供ができた。
不審者情報の配信は、平成23
年度24件、平成24年度17件、
平成25年度10件、平成26年度
８件、平成27年度9件であっ
た。また、学校ごとの安全安
心情報配信は、平成23年度
1,313件、平成24年度1,028
件、平成25年度1,309件、平
成26年度976件平成27年度
1,059件であった。

平成27年度 平成28年度 平成29年度

(目標)

25,150 (実績) 25,369 (実績)

(決算) 303 千円

(実績) 16,465 (実績)

391 千円

(実績)

目標値と実績値

千円 (予算)

25,000

(決算)

千円 (予算)

千円

(目標)

(予算) 600 千円 (予算)

23,037

25,000 (目標) 25,000 25,000 (目標) 25,000

(決算)千円 (決算) 千円103

(目標)

平成29年度 平成30年度 平成31年度

平成28年度の登録者数（保護
者、地域、関係機関等）は
25,369人であり、正確な情報
確認と配信に努め、市内にお
ける子どもの安全安心情報の
提供ができた。
不審者情報の配信は、平成25
年度10件、平成26年度8件、
平成27年度9件,平成28年度7
件であった。また、学校ごと
の安全安心情報配信は、平成
25年度1,309件、平成26年度
976件平成27年度1,059件、平
成28年度1112件であった。

不審者情報や子どもの安全安
心に関する情報については、
保護者や市民のニーズが高
い。「なら子どもサポート
ネット」をクラウド化するこ
とで、より迅速かつ正確な情
報配信を行う。「なら子ども
サポートネット」の登録案内
の配布等の啓発を進め、「ナ
ポくんメール」等の安全情報
を発信している関係機関との
情報共有を図ることも重要で
ある。

平成29年度の登録者数（保護
者、地域、関係機関等）は
23,037人であり、正確な情報
確認と配信に努め、市内にお
ける子どもの安全安心情報の
提供ができた。
不審者情報の配信は、平成27
年度9件,平成28年度7件、平
成29年度は11件であった。ま
た、学校ごとの安全安心情報
配信は、平成27年度1,059
件、平成28年度1,112件、平
成29年度は1,162件であっ
た。

平成30年度の登録者数（保護
者、地域、関係機関等）は
16,465人であり、正確な情報
確認と配信に努め、市内にお
ける子どもの安全安心に関す
る情報の提供をすることがで
きた。
不審者情報の配信は、平成28
年度7件、平成29年度11件、
平成30年度4件であった。ま
た、学校ごとの安全安心に関
する情報配信は、平成28年度
1,112件、平成29年度1,162
件、平成30年度は、1,163件
であった。

・事件があった時には関心が
高くなるが、しばらくすると
忘れられる。定期的な広報活
動が必要である。
・何が安心・安全かという議
論において、子どもの気持ち
や意見を聴く（子ども参
加）、子どもの居場所を奪わ
ない、自分で防ぐ力を育む、
そのための適切な情報提供を
するという視点も大切にして
いただきたい。

・広報活動を通じて登録者数
の増加を引き続き図っていた
だきたい。また、「ナポくん
メール」との情報共有はもち
ろんであるが、統合について
も検討いただきたい。
・子どもたちを地域で見守る
という体勢は重要であり、広
く周知してもらうための計画
が必要である。

ＢＢ

ー ー

Ｂ

・子どもの安全は危機といえ
る。大人が信用できない、地
域が信用できないことが多
く、セイフティーネットがか
けにくいといえる。
・事業の充実度が、その地域
の安全性・快適性に繋がって
いると考えます。ハード＆ソ
フト(支援、教室開催)等　充
実度ＵＰの推進をお願い致し
ます。

・防犯に関わっては、子ども
自身の意識・知識の習得、地
域の人材を活用した、家庭・
学校園・地域・市の連携が重
要である。子どもを中心に据
えた、各者、関連機関の一層
の連携を期待する。

・サポートネット登録者数は
目標を達成しておりA評価で
も良いように思います。もし
くは目標値の設定を保護者世
帯の何％とする方が分かりや
すいという気もします。

担当課評価

子ども・子育て会議
における意見等

Ｂ

平成27年度 平成28年度



■奈良市子どもにやさしいまちづくり条例第11条第2項の規定に対する担当課評価

ー

平成31年度

Ａ Ａ

－ －

Ａ

学校、保護者、地域、行政が
一体となり、子どもの安全確
保についての取組の強化を図
る。 ー

平成28年度 平成29年度 平成30年度

Ｃ

担
当
課
評
価

意見等に対する対応状況

サポートネットの登録につい
ては、各学校から保護者、地
域へ周知し、奈良市ＨＰへの
掲載、その他様々な場面で呼
びかけを行っている。今後も
継続して周知していきたい。

子どもが意見表明や参加
する機会を設けるよう努め
ましたか

Ｃ

子ども及びその関係者に
対して適切な情報を提供
しましたか

Ａ

平成27年度



■基本情報

■事業の取組状況

■事業の進捗状況に対する担当課評価及び奈良市子ども・子育て会議における意見等

「安全の家」標旗
延設置件数（件）

平成26年度
実績値

奈良市子どもにやさしいまちづくりプラン　事業評価シート

事業Ｎｏ 107 事業名 「子ども安全の家」標旗配布 部名 教育部 課名 いじめ防止生徒指導課

「子ども安全の家」標旗は、
家の入口など目立つ場所に設
置していただいているが、子
どもたちが、校区の中のどこ
に設置されているのかを把握
できていないという課題があ
る。このことから、全ての小
学校において、「子ども安全
の家」標旗の設置場所を把握
するための取組を推進する必
要がある。

取り組み内容・成果等

子どもを犯罪や事故から守る
ため、地域の家庭などに「子
ども安全の家」になってもら
い、家の入口などに「安全の
家」標旗を掲げ、子どもが危
険を感じた時に、助けを求め
て駆け込める場所を提供して
もらい、地域で子どもを守る
機運を広めている。
平成27年度、4,812件の家庭
に標旗を設置していただいて
いる。

千円

(目標) 5,000

4,866

量の見込みと確保方策（事業計画第5章）対象事業

184 千円

該当なし

平成29年度 平成30年度 平成31年度

(予算) 432

千円

子どもを犯罪や事故から守るため、地域の家庭などに「子ども安全の
家」になってもらい、家の入口などに「安全の家」標旗を掲げ、子ども
が危険を感じた時に、助けを求めて駆け込める場所を提供してもらい、
地域で子どもを守る機運を広めます。

平成27年度 平成28年度

(予算)

事業内容

指標

5,0005,000

(決算) 180 千円 (決算) 383 千円(決算) 389 千円 (決算)

(目標)

「子ども安全の家」の標旗を
つけて下さっているお家を見
かけますが、その家にどんな
人が住んでいるのかは、保護
者である私も知らないままで
す。何かトラブルが生じた
時、知らない人の家に本当
に、逃げ込む事ができるので
しょうか。 安全と書かれて
いても、ためらうのが普通で
はないでしょうか。できれ
ば、「子ども安全の家」の方
と交流したり紹介する場を設
けて欲しいと思います。

確かに旗は見かけるが、いざ
というときにどうやって中の
人に知らせるかなど、子ども
がわかっていなければ、有効
な対策とは言えないと思う。
各小学校で、児童の通学路と
安全の家の位置を確認し、子
どもたちにいざという時にど
うすればよいかをしっかり伝
えておかなければ事業の意味
がないと感じる。

4,537

「子ども安全の家」標旗は、
家の入口など目立つ場所に設
置していただいているが、子
どもたちが、校区の中のどこ
に設置されているのかを把握
できていないこともあり、標
旗設置場所を把握できるよう
な取組を実施している小学校
もある。さらに、そのような
取組を奈良市の各学校へ広め
ていきたい。
全小学校において、「子ども
安全の家」標旗の設置場所を
把握するための取組を推進す
る必要がある。

Ｂ Ｂ

「子ども安全の家」標旗は、
家の入口など目立つ場所に設
置していただいているが、子
どもたちが、校区の中のどこ
に設置されているのかを把握
できていないという課題があ
る。このことから、全ての小
学校において、「子ども安全
の家」標旗の設置場所を把握
するための取組を推進する必
要がある。

子どもを犯罪や事故から守る
ため、地域の家庭などに「子
ども安全の家」になってもら
い、家の入口などに「安全の
家」標旗を掲げ、子どもが危
険を感じた時に、助けを求め
て駆け込める場所を提供して
もらい、地域で子どもを守る
機運を広めている。
平成29年度、4,561件の家庭
に標旗を設置していただいて
いる。
全小学校へ、「子ども安全の
家」標旗の設置場所を把握す
るための取組を進めている。

子どもを犯罪や事故から守る
ため、地域の家庭などに「子
ども安全の家」になってもら
い、家の入口などに「安全の
家」標旗を掲げ、子どもが危
険を感じた時に、助けを求め
て駆け込める場所を提供して
もらい、地域で子どもを守る
機運を広めている。
平成30年度、4,404件の家庭
に標旗を設置していただいて
いる。
全小学校へ、「子ども安全の
家」標旗の設置場所を把握す
るための取組を進めている。

(実績) (実績) 4,404

子どもを犯罪や事故から守る
ため、地域の家庭などに「子
ども安全の家」になってもら
い、家の入口などに「安全の
家」標旗を掲げ、子どもが危
険を感じた時に、助けを求め
て駆け込める場所を提供して
もらい、地域で子どもを守る
機運を広めている。
平成28年度、4,537件の家庭
に標旗を設置していただいて
いる。
全小学校へ、「子ども安全の
家」標旗の設置場所を把握す
るための取組を推進してい
る。

Ｂ

(実績)

(予算)

目標値と実績値

(目標) 5,000 (目標) 5,000

(実績) 4,812

389

(実績)4,561

予算・決算額

(予算)

(決算) 184

千円 (予算) 324 千円 千円206 千円

(目標)

取り組みの方向性
（課題・改善点等）

「安全の家」が留守であれ
ば、その家は何の意味も持た
ないのでは？と疑問に思いま
す。商業施設が少ない場所で
は特に、この旗が機能してい
る事例はあるのでしょうか？
他の地域では、犬の散歩をし
ている人に見守り隊のタスキ
掛けをしてもらっている場所
もありました。
より具体的な安全策が施行さ
れる事を望んでいます。

担当課評価

平成27年度

子ども・子育て会議
における意見等

平成29年度 平成30年度 平成31年度

「子ども安全の家」標旗は、
家の入口など目立つ場所に設
置していただいているが、子
どもたちが、校区の中のどこ
に設置されているのかを把握
できていないこともあり、標
旗設置場所を把握できるよう
な取組を実施している小学校
もある。今後、そのような取
組を奈良市の各学校へ広めて
いきたい。

平成28年度

・子どもの安全は危機といえ
る。大人が信用できない、地
域が信用できないことが多
く、セイフティーネットがか
けにくいといえる。
・事業の充実度が、その地域
の安全性・快適性に繋がって
いると考えます。ハード＆ソ
フト(支援、教室開催)等　充
実度ＵＰの推進をお願い致し
ます。
・防犯に関わっては、子ども
自身の意識・知識の習得、地
域の人材を活用した、家庭・
学校園・地域・市の連携が重
要である。子どもを中心に据
えた、各者、関連機関の一層
の連携を期待する。
・子ども安全の家の旗は設置
しているものの、特に店舗等
では経営者が変わっている等
の理由で、子ども安全の家で
あることの認識もないケース
もあります。一定期間毎にそ
うした確認をして回る必要も
あるかと思います。
・子ども安全の家について
は、そこに設置されているこ
とで防犯効果が得られるよう
な取り組みが必要ではないか
と思います。そのためにも、
子ども安全の家の事業を大き
く啓発していく必要があると
考えます。

・「子ども安全の家」の標旗
の設置場所を各学校で必ず子
どもたちに確認させることを
義務化してはどうだろうか。
手間や時間はかかるが、子ど
もたちの安全を守るためには
必要であるし、見守る大人に
とっても責任を果たすために
大切かと思う。

Ｂ

・事件があった時には関心が
高くなるが、しばらくすると
忘れられる。定期的な広報活
動が必要である。
・何が安心・安全かという議
論において、子どもの気持ち
や意見を聴く（子ども参
加）、子どもの居場所を奪わ
ない、自分で防ぐ力を育む、
そのための適切な情報提供を
するという視点も大切にして
いただきたい。

・子どもたちが瞬時に気付け
る標旗を検討してはどうか。
・全小学校において、「子ど
も安全の家」の設置場所を把
握するための取り組みを推進
されたい。



■奈良市子どもにやさしいまちづくり条例第11条第2項の規定に対する担当課評価

「子ども安全の家」の標旗を
つけて下さっているお家を見
かけますが、その家にどんな
人が住んでいるのかは、保護
者である私も知らないままで
す。何かトラブルが生じた
時、知らない人の家に本当
に、逃げ込む事ができるので
しょうか。 安全と書かれて
いても、ためらうのが普通で
はないでしょうか。できれ
ば、「子ども安全の家」の方
と交流したり紹介する場を設
けて欲しいと思います。

確かに旗は見かけるが、いざ
というときにどうやって中の
人に知らせるかなど、子ども
がわかっていなければ、有効
な対策とは言えないと思う。
各小学校で、児童の通学路と
安全の家の位置を確認し、子
どもたちにいざという時にど
うすればよいかをしっかり伝
えておかなければ事業の意味
がないと感じる。

平成29年度

Ｂ Ｂ Ｂ

「安全の家」が留守であれ
ば、その家は何の意味も持た
ないのでは？と疑問に思いま
す。商業施設が少ない場所で
は特に、この旗が機能してい
る事例はあるのでしょうか？
他の地域では、犬の散歩をし
ている人に見守り隊のタスキ
掛けをしてもらっている場所
もありました。
より具体的な安全策が施行さ
れる事を望んでいます。

子どもが意見表明や参加
する機会を設けるよう努め
ましたか

Ｂ

平成31年度

担
当
課
評
価

子ども・子育て会議
における意見等

子ども及びその関係者に
対して適切な情報を提供
しましたか

Ｂ

平成27年度

ＢＢ

平成30年度

・子どもの安全は危機といえ
る。大人が信用できない、地
域が信用できないことが多
く、セイフティーネットがか
けにくいといえる。
・事業の充実度が、その地域
の安全性・快適性に繋がって
いると考えます。ハード＆ソ
フト(支援、教室開催)等　充
実度ＵＰの推進をお願い致し
ます。
・防犯に関わっては、子ども
自身の意識・知識の習得、地
域の人材を活用した、家庭・
学校園・地域・市の連携が重
要である。子どもを中心に据
えた、各者、関連機関の一層
の連携を期待する。
・子ども安全の家の旗は設置
しているものの、特に店舗等
では経営者が変わっている等
の理由で、子ども安全の家で
あることの認識もないケース
もあります。一定期間毎にそ
うした確認をして回る必要も
あるかと思います。
・子ども安全の家について
は、そこに設置されているこ
とで防犯効果が得られるよう
な取り組みが必要ではないか
と思います。そのためにも、
子ども安全の家の事業を大き
く啓発していく必要があると
考えます。

・「子ども安全の家」の標旗
の設置場所を各学校で必ず子
どもたちに確認させることを
義務化してはどうだろうか。
手間や時間はかかるが、子ど
もたちの安全を守るためには
必要であるし、見守る大人に
とっても責任を果たすために
大切かと思う。

意見等に対する対応状況

全小学校において、子ども達
が「子ども安全の家」の設置
場所を把握できる取組の推進
を図る。

・事件があった時には関心が
高くなるが、しばらくすると
忘れられる。定期的な広報活
動が必要である。
・何が安心・安全かという議
論において、子どもの気持ち
や意見を聴く（子ども参
加）、子どもの居場所を奪わ
ない、自分で防ぐ力を育む、
そのための適切な情報提供を
するという視点も大切にして
いただきたい。

・子どもたちが瞬時に気付け
る標旗を検討してはどうか。
・全小学校において、「子ど
も安全の家」の設置場所を把
握するための取り組みを推進
されたい。

Ｂ

全小学校において、子ども達
が「子ども安全の家」の設置
場所を把握できる取組の推進
を図る。

「子ども安全の家」の方々の
協力を得て、「子ども安全の
家」を回るスタンプラリーを
実施したり、親子で地域の危
険箇所を調べて、地域の見守
りボランティアやＰＴＡの
方々と一緒に安全マップづく
りを行う取組などを実施する
小学校もあり、こうした取組
の市内小学校への周知・交流
を図る。

多くの家が「子ども安全の
家」標旗を掲げることで一定
の抑止効果があると考えてい
る。一方で旗の返納や設置民
家の精選、啓発活動を行うな
ど、より効果的なものとなる
よう取組の推進を図るととも
に、「ながら見守り」などの
安全策についても推進を図
る。

平成28年度



■基本情報

■事業の取組状況

■事業の進捗状況に対する担当課評価及び奈良市子ども・子育て会議における意見等

■奈良市子どもにやさしいまちづくり条例第11条第2項の規定に対する担当課評価

事業内容

指標 イクメン手帳配布部数（部）
平成26年度
実績値

3,111

量の見込みと確保方策（事業計画第5章）対象事業 該当なし

平成29年度 平成30年度平成28年度

奈良市オリジナルのイクメン手帳「ＩＫＵＭＥＮ　ＨＡＮＤＢＯＯＫ
for　nara　papa」を母子健康手帳交付者及び子育て中の希望者に配布
します。

奈良市子どもにやさしいまちづくりプラン　事業評価シート

事業Ｎｏ 108 事業名 イクメン手帳の配付 部名 市民部 課名 男女共同参画課

297

(目標) 3,1003,000

千円

(予算) 303 千円 (予算) 千円

292 千円 (決算)(決算)

(目標) 3,050

出産や育児に関し、父親として
知っておきたい情報をまとめた
「イクメンハンドブック」を母
子手帳と共に配布している。ま
た、各出張所や行政センター、
子育てイベントにおいて希望者
に配布している他、市ホーム
ページでも公開しダウンロード
が可能である。今年度も引き続
き周知に努めていく。

Ｃ Ｃ Ｂ

引き続き各窓口への配置や
子育てイベント、子育て支
援に関わる研修会等におい
て子育て世代に周知してい
くなど子育てに関する情報
の発信に努める。

出産や育児に関し、父親として
知っておきたい情報をまとめた
「イクメンハンドブック」を母
子手帳と共に配布している。ま
た、希望者にも各出張所や行政
センター、子育てイベントでの
配布や、市ホームページでの内
容公開を行っている。
今年度は前年に比べイベントで
の配布の機会が減少したため、
実績が前年を下回った。

千円

平成27年度

(実績) 2,808 (実績) 3,495 (実績)2,583

千円 (予算) 341 千円

254 千円

平成31年度

(決算) 394

引き続き子育て支援に関わ
る研修会において、各窓口
及び相談者に手に取っても
らえるよう配布を行う。ま
た、必要としている方に情
報を届けることができるよ
うイベント等での配布を
行っていく。

予算・決算額

(予算) 408 千円 (予算)

千円 (決算)

341

(決算) 292

目標値と実績値

(目標) 2,900 (目標) 2,950 (目標)

(実績) (実績)2,782

ー

庁内外各窓口への配置や子
育てイベント、子育て支援
に関わる研修会等におい
て、引き続き子育て世代に
向けた情報の発信に努めて
いく。

平成30年度 平成31年度

子ども及びその関係者に
対して適切な情報を提供
しましたか

Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ

平成29年度 平成30年度 平成31年度

平成27年度

平成28年度は母子手帳発行
時の他、子育てイベントで
の配布や子育て関連部署、
労働局（マザーズコー
ナー）への配置等を行うこ
とでイクメン手帳を手に
取ってもらえる機会を増や
すことに努めた。今後も頂
いたご意見を参考に配布の
機会や配置場所を検討し、
より多くの方に手帳を手に
取ってもらえるよう努めて
いきたい。

イクメンハンドブックでも
産後の母親の状態とそれに
対して父親ができる事を掲
載することで、産後の夫婦
関係の変化に対応できるよ
う啓発を行っている。今後
は頂いたご意見を参考に、
産後の子育て世代の夫婦関
係に着目した啓発を検討し
ていく。
イクメンハンドブックの配
布については平成３０年度
より新たに市民課と保育
所・幼稚園課の窓口へ配置
を行っている。
更なる周知のため、保育所
やこども園への見本の配置
も検討していきたい。

イクメンハンドブックには
母親と父親が協力して子育
てするための情報を掲載し
ているが、引き続き子育て
世代に向けた啓発をし、更
なる周知を図るため庁内外
への配置とイベント等での
配布に努めていきたい。

男性の育児参加、家事分担
はありがたい事ですが、結
婚後に起こる「産後クライ
シス」。女性ホルモンの変
化による、母親の精神状態
の不安定な状況を知らない
ままでいるのは、子育てを
初めてする夫婦にとって、
マイナス要因になると思わ
れます。
男性の積極的な育児参加を
求めるのであれば、女性の
産後の精神&女性ホルモンの
状態を知る必要性があると
思います。母親教室は赤
ちゃんに主眼を置いていま
すが、出産後、夫婦の関係
には変化が訪れます。これ
からは、産後の夫婦の関係
性に主眼を置いた新しい講
座や講義も必要だと思いま
す。

乳幼児に関する仕事をして
いる場所に、啓発のために
見本として配布していただ
けるとありがたい。

平成28年度

取り組みの方向性
（課題・改善点等）

子育て支援に関わる研修会
において、各窓口及び相談
者に手に取ってもらえるよ
う、新たに配布を行った。
今後も必要としている方に
情報を届けることができる
ようイベント等での配布を
行っていく。

Ｃ

母子手帳との配布に加え、
各出張所や行政センター、
子育てイベントで引き続き
配布を行っていく。
また、より多くの子育て中
の方に手に取って頂けるよ
う、保育所・幼稚園課や子
ども育成課など手続課の窓
口での配布も行っていく。

取り組み内容・成果等

出産や育児に関し、父親と
して知っておきたい情報を
まとめた「パパのための育
児ハンドブック」として母
子手帳と共に配布してい
る。また、希望者にも配布
できるよう各出張所や行政
センターへの配置も行って
いる。

平成28年度 平成29年度

出産や育児に関し、父親として
知っておきたい情報をまとめた
「パパのための育児ハンドブッ
ク」を母子手帳と共に配布して
いる。また、希望者にも配布で
きるよう各出張所や行政セン
ターへの配置、市ホームページ
での内容公開を行っている。
さらに、子育てイベントでの配
布や子育て世代が利用する施設
への配置も行っている。

出産や育児に関し、父親として
知っておきたい情報をまとめた
「イクメンハンドブック」を母
子手帳と共に配布している。ま
た、各出張所や行政センター、
子育てイベントにおいて希望者
に配布している他、市ホーム
ページでも公開しダウンロード
が可能である。
今年度は従来の子ども育成課に
加えて保育所・幼稚園課と市民
課の窓口にも配置依頼し、配布
部数が増えた。

担
当
課
評
価

子ども・子育て会議
における意見等

意見等に対する対応状況

イクメン手帳は母子手帳発
行時に配布しているため、
奈良市在住の子育て世代に
は行き渡っている。しか
し、新しい情報の掲載を含
め、また子育てに関わりを
持つ中でイクメン手帳の必
要性を感じる多くの方に
知ってもらえるよう配布場
所を検討する。父親の視点
から働き方改革を支援する
ことも大切なことから企業
への啓発を行い仕事と育児
の両立がやりやすいイクボ
スをはじめとした職場環境
整備の提案を検討してい
く。

・イクメン手帳も必要だ
が、イクボスの育成がない
とイクメンの道は難しい。
まずは、年配者の意識改革
が必要である。
・イクメン手帳は毎年見直
しながら病院など各機関に
置いて配布してもらえれば
と思う。今後の事業展開に
期待する。
・もっと父親に直接手に渡
るように配布できると良い
のではないか。
・意識の高い人だけではな
く、子育てへの参加意識の
薄い人、本当に届けたい人
へ配布するため、保育所等
を通した全戸配布等も検討
されてはどうか。

平成27年度

担当課評価

配付数の増加はとてもすば
らしく、引き続き配付に取
り組んでください。
ただ、配付するだけで終わ
るのではなく、No.44の親子
健康教室とも連携し、掲載
されている内容をしっかり
伝える機会もつくってもら
えるとよいと思います。

・イクメン手帳配布機会を
もっと増やし、できるだけ
多くの方に届けてほしいと
思う。
・イクメン手帳の存在を周
知できるような工夫が必要
かと思います。
・未来の父親である高校
生・大学生など、学生への
配布をお願いしたい。

子どもが意見表明や参加
する機会を設けるよう努め
ましたか

Ｃ Ｃ Ｃ



■基本情報

■事業の取組状況

■事業の進捗状況に対する担当課評価及び奈良市子ども・子育て会議における意見等

■奈良市子どもにやさしいまちづくり条例第11条第2項の規定に対する担当課評価

千円

量の見込みと確保方策（事業計画第5章）対象事業 該当なし

平成26年度
実績値

平成31年度

(予算)

奈良市子どもにやさしいまちづくりプラン　事業評価シート

事業Ｎｏ 109 事業名 仕事と生活の調和推進事業 部名 観光経済部 課名 産業政策課

事業内容
事業主や企業を対象に、育児休業の取得促進や労働時間等の改善な
ど、仕事と生活の調和のとれた働き方に向けた意識啓発に努めます。

指標
ワークライフバランスに関

する企業向け講座回数

(予算) 0 千円

平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度

586(予算) 0 500千円 (予算)

(決算)0 千円

千円 (予算)

(決算) 505 千円

(実績) (実績)

(目標)3

(決算) 0 千円 (決算)

(実績)

3(目標)

目標値と実績値

(目標) (目標)

(実績)

(目標)4

千円

予算・決算額
千円 (決算) 491 千円

(実績) 3 3

500

取り組み内容・成果等

事業主や企業を対象に、育
児休業の取得促進や労働時
間等の改善など、仕事と生
活の調和のとれた働き方に
向けた意識啓発を行うた
め、「労政の手引」等を通
じて、情報提供を行う。

平成28年3月の法改正の内容
を盛り込み、事業主や企業
を対象に、育児休業の取得
促進や労働時間等の改善な
ど、仕事と生活の調和のと
れた働き方に向けた意識啓
発を行うため、「労政の手
引」等を通じて、情報提供
を行った。

企業内でワークライフバラ
ンスを推進するリーダー育
成の講座を開催（全4回）。
企業の人事・採用担当者を
対象とした。講座内におい
て各企業がアクションプラ
ンを策定し、講座終了後、
アクションプラン推進のた
めフォローアップを実施。

企業の採用担当者を対象にセミ
ナーを実施（1回）。企業の取組
事例の紹介や参加者同士の意見
交換に加え、2019年より働き方
改革法が順次施行される事を踏
まえ、各職場での労働環境を再
確認する内容も取り入れた。講
座終了後は、参加企業の各課題
をヒアリングし、専門家による
個別フォローアップを実施。

平成27年度

担当課評価 Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ

平成30年度 平成31年度

取り組みの方向性
（課題・改善点等）

仕事と生活の調和を推進す
るため、様々な施策が存在
しているが、一般に広く知
られているとはいえない状
態にある。また、国等の機
構改革や制度改正が行われ
るため、継続して、WEBでの
発信が望まれる。

平成29年3月に働き方改革実
行計画が決定されるなど、
働き方に対する見直しが進
んでいる。今後も、制度改
正の状況を注視しながら、
継続して、WEBでの情報発信
が望まれる。

講座では各社の現状を把握
し意見・情報交換を通じ、
アクションプランを作成し
た。その後専門家の個別訪
問によるフォローアップを
実施した。企業同士の意見
交換によるモチベーション
の維持や新たな発見に繋
がったという参加者からの
声もあり継続して推進して
いくことが必要である。13
社の企業が講座に参加。3社
の企業訪問（各3回）を実施
した。重要性は認識してい
るものの数値にすぐに繋が
るものではないため、参加

講座では、働きがいのある職場
づくりの重要性の理解を深め
た。その後各参加企業の課題に
精通した専門家による個別フォ
ローを実施。フォロー内容とし
ては、経営者からの要望により
将来を担う若手社員を対象とし
た研修などを実施。参加者から
は日頃の仕事に対する意識を見
直すきっかけとなったという感
想もあった。採用担当者の方と
マンツーマンでアドバイスを行
うことも重要だが、経営者や管
理職の方も含めた会社全体で取
組みを進めることが必要。

平成28年度 平成29年度

市独自の認定制度の予定は
ないが、具体的な改善策や
取組内容、取組後の社内の
状況や役員からのコメント
など、参加企業ごとのWLBに
関する取組について総括
し、webサイトやFacebookに
掲載して情報発信してい
る。データを各参加企業に
提供し、社内での啓発にも
活用していただいている。

企業の意識改革を促進する
ため継続的にセミナーを実
施している。集合セミナー
では、働きがいのある職場
づくりの重要性や現状の課
題把握を行った。また個別
訪問では、企業からの要望
に対し、次世代リーダー向
けのセミナー実施や有給休
暇を取りやすい職場づくり
に向けたアドバイスなど、
企業ごとの課題に対しフォ
ローアップを実施した。

この様な取組を行っている
企業に対し、奈良市から分
かりやすい方法で評価を与
えて欲しいと思います。
奈良市が認める「くるみん
マーク」の様なものがあれ
ば、これから働く場所を選
ぶ人にとっても分かりやす
いと思います。企業側に
とっても、ある一定のレベ
ルを達成しているとの評価
を一般にも公表できる形態
をとる事が望ましいと思い
ます。

企業の働き方を変えるため
には、何よりも経営者は管
理職の意識改革が不可欠で
す。とはいえ、意識を変え
るための研修は何度も実施
する必要があるため、予
算・回数を増やして取り組
んでもらいたい。

平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度

子ども・子育て会議
における意見等

―

・企業のというか社会全体
の働き方に対する意識が変
わらなければ「男女共同の
子育て」は本格的には進ま
ないのかなと思います。非
常に難しいところですがWeb
の更新回数という指標では
何とも言いようがないとこ
ろもあります。
・事業主や企業に対して
は、イクボスを含めた、組
織全体で従業員のワークラ
イフバランスを支援できる
意識改革のための予算措置
が必要不可欠だと考えま
す。

意見等に対する対応状況 ―

子ども・子育て会議の意見
等を踏まえ、指標について
見直しを行う。平成29年度
からは、市内の企業を対象
に、ワークライフバランス
の啓発および研修会を開催
する等、実務的な取り組み
をサポートする事業を指標
とする予定。

ー ー ー

平成31年度

担
当
課
評
価

子ども及びその関係者に
対して適切な情報を提供
しましたか

ー ー Ｂ Ｂ

子どもが意見表明や参加
する機会を設けるよう努め
ましたか

ー



■基本情報

■事業の取組状況

■事業の進捗状況に対する担当課評価及び奈良市子ども・子育て会議における意見等

■奈良市子どもにやさしいまちづくり条例第11条第2項の規定に対する担当課評価

取り組みの方向性
（課題・改善点等）

Ｃ Ｃ

Ｃ担
当
課
評
価

平成27年度 平成28年度

子どもが意見表明や参加
する機会を設けるよう努め
ましたか

Ｃ Ｃ

子ども及びその関係者に
対して適切な情報を提供し
ましたか

Ｃ Ｃ Ｃ

平成31年度平成30年度

子ども・子育て会議
における意見等

・通学路や公園について
は、子ども会議でも多くの
ニーズがあった。子ども会
議からの提案も活かしなが
ら、進めていただきたい。

・早急の整備実施が必要な
ので、今後も継続してお願
いしたい。

平成31年度

キッズゾーンの整備も合わ
せて行っていく必要がある
と思います。

歩道のない通学路が存在
し、また、交通量も多く、
いつも不安を感じていま
す。担当課の評価は「A」が
並んでいますが、こうした
問題をどの様にとらえてい
るのでしょうか。何かが
あってから変わる事はよく
ありますが、危険を察知し
て前もって行動できる事が
少ない様に思います。

Ａ

平成27年度

平成29年度

平成28年度

担当課評価 Ａ

・予算をしっかり消化し、
早期に実施してほしい。

平成30年度平成29年度

Ａ Ａ

ー

意見等に対する対応状況

・子ども達の意見が反映で
きるよう通学路交通安全プ
ログラムに基づき、学校
長・自治会長・PTA代表及び
教育総務課と合同点検し現
場を確認している。
・来年度も事業を継続し、
安全確保のために引き続き
通学路の整備を推進する。

・当初予算のうち工事費に
ついては、順調に消化でき
たが、用地買収に伴う交渉
及び補償に不測の時間を要
し、公有財産購入費等を繰
越した。ご指摘どおり、工
事だけではなく速やかに用
地を買収するために用地交
渉も早期に着手する。

ー

・キッズゾーンについては、奈
良市では現在無いと認識してい
ます。通学路の歩道の確保につ
いてですが道路の幅員が不足し
ていることなど早急に整備でき
ない場合もございます。現在
は、通学路交通安全プログラム
に基づき、学校長・自治会長・
ＰＴＡ代表・警察・教育総務課
と共に新たに危険が指摘された
箇所を現場で確認をし通学路の
安全性の向上を目指して整備を
進めています。

(目標) 34

50 (実績)(実績) 43

38

(実績) 59

通学路の緊急合同点検に基
づき、要対策箇所の残り13
か所について早期に対策を
実施する。
また、平成27年度策定予定
の通学路交通安全プログラ
ムに基づく要対策箇所につ
いても対策を実施する。

通学路の緊急合同点検に基
づく、要対策箇所の残り13
か所については、今年度よ
り継続的に着手しておりま
す。
また、奈良市通学路交通安
全プログラムに基づく、
Ｃ・Ｄブロックの小学校区
の合同点検により確認し
た、平成29年度の要対策箇
所39か所の対策についても
随時実施する。

通学路の緊急合同点検に基
づく、要対策箇所の残り13
か所については、今年度10
か所の対策が完了し、残り3
か所についても引き続き着
手していきます。また、奈
良市通学路交通安全プログ
ラムに基づくＡ・Ｂブロッ
クの小学校区の合同点検に
より確認した、平成30年度
の要対策箇所38か所の対策
についても随時実施する。

通学路の緊急合同点検に基
づく要対策箇所の残り３か
所、及び昨年度実施できな
かった奈良市通学路交通安
全プログラムに基づく要対
策箇所の残り６か所につい
ても、継続して対策を実施
する。

(目標) 61 (目標) 39 (目標)

通学路の緊急合同点検に基
づき、要対策箇所73か所の
内、60か所の対策を実施し
た。
平成28～31年度までの目標
値については現在、教育総
務課において通学路交通安
全プログラムに基づく要対
策箇所の現場確認をおこ
なっており、その取りまと
めが完了後、箇所数を目標
として設定することができ
るため、今は記入できな
い。

取り組み内容・成果等

目標値と実績値

(決算)

(予算)

千円

千円
（繰越分 39,487）

77,187
（繰越分 24,000）

65,400

(実績)

奈良市通学路交通安全プロ
グラムに基づき、小学校区
をＡ～Ｄの４ブロックに分
け、平成28年度のＣ・Ｄブ
ロックの小学校区の合同点
検により確認した、要対策
箇所39か所の内、38か所及
びH28年度できなかった、2
か所の対策を実施した。H29
年度に出来なかった、残る1
か所についても、引き続き
実施予定である。

奈良市通学路交通安全プロ
グラムに基づき、小学校区
をＡ～Ｄの４ブロックに分
け、平成29年度のＡ・Ｂブ
ロックの小学校区の合同点
検により確認した、要対策
箇所を含む49か所の内、43
か所の対策を実施した。緊
急合同点検の残る2か所につ
いても来年度以降も継続し
て実施予定である。

予算・決算額
千円

千円 千円

（繰越分 46,804）
49,580

(予算)

千円

奈良市通学路交通安全プロ
グラムに基づき、小学校区
をＡ～Ｄの４ブロックに分
け、平成27年度のＡ・Ｂブ
ロックの小学校区の合同点
検により確認した、要対策
箇所61か所の内、59か所の
対策を実施した。
残る2か所についても来年度
に実施予定である。

(目標) 73

(実績) 60

奈良市子どもにやさしいまちづくりプラン　事業評価シート

事業Ｎｏ 110 事業名 通学路整備事業 部名 建設部 課名

千円

道路建設課

指標 対策箇所数
平成26年度
実績値

53

量の見込みと確保方策（事業計画第5章）対象事業

平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度

（繰越分 46,804）
77,204

千円 (予算)

該当なし

事業内容
　児童・生徒が安全で安心して通園・通学できるよう歩道の整備及び
防護柵、路面標示等の安全施設を整備します。

千円

（繰越分 25,328）
75,328

(決算)
（繰越分 39,486）

69,115
千円

(予算)

(決算)
（繰越分 5,918）

52,408

（繰越分 5,919）
102,864

(予算)

(決算)
（繰越分24,000）

26,986
(決算)



■基本情報

■事業の取組状況

■事業の進捗状況に対する担当課評価及び奈良市子ども・子育て会議における意見等

子ども・子育て会議
における意見等

草刈りが年3回から2回に減っ
てしまったのは、子どもの居
場所作り、防犯上も含めて大
変問題があると思います。最
近、草刈りが出来ない庭や場
所に、レンガや小石を敷き詰
めたり、ヒメイワダレソウの
様な、草刈りの要らないグ
リーンカバーが存在していま
す。環境整備は、草刈りの方
法だけではないと思います。
新しい方法も含めて検討する
必要性を感じます。

他府県から移ってきた方に、
よく「奈良は子どもが遊べる
公園が少ない」といわれる。
実際、公園はあるが不審者が
でるという噂あったり、せっ
かく広い敷地があるのに鍵が
かかったままであったりで使
用できないなどの声を聞く。
高価な遊具を置く必要はない
が、子どもたちを安心して遊
ばせることのできる場所があ
ることも、過ごしやすい街づ
くりに必要な条件ではない
か。ただ、犬の糞の始末をし
ないとか、マナーの悪い人は
多いと想像がつくので、利用
については、厳しいルール作
りが必要かと思う。

奈良旧市街付近に子供を安心
して遊ばせることのできる公
園が少ないです。公園そのも
のが少ないのと、遊具がな
かったり、メンテナンスがさ
れていない状況です。

・通学路や公園については、
子ども会議でも多くのニーズ
があった。子ども会議からの
提案も活かしながら、進めて
いただきたい。

・老朽化した遊具での事故
は、信頼を失い、利用者を減
らす原因となるので、安全の
確保に努めてほしい。

・児童公園では草刈が年2回
しか行われず(以前は3回)、
草が伸び放題となっている期
間が長く、公園としての体を
なしていない。保育所などで
は、子どものお散歩コースと
して活用しているところもあ
り、最低でも年3回は必要と
考える。

・園・学校の時間外の子ども
の居場所づくりは大切な問
題。子どもが安全に外で遊べ
る場所が不足していると思い
ます。遊具等の維持管理に費
用がかかるのならば、一定数
撤去しても良いとも思えま
す。ただの広場であっても子
どもたちは自由な発想で遊び
ますから、安全に遊べる広い
場所を確保して頂ければと思
います。

年数回草刈り作業をして頂
き、その後2週間程度は大変
美しくなりますが、夏場は特
にすぐに雑草が生えて遊びづ
らくなる状態です。
草の中に踏み入って遊んでい
る様子を目にします。清浄回
数を増やして頂ければ、もっ
と多くの子どもや地域の方が
利用しやすく、安全・安心の
コミュニティーとしての役割
を充実できるのではないで
しょうか。

平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度

担当課評価 Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ

目標値と実績値

688 (目標) 688 (目標)

708 (実績) 707

取り組みの方向性
（課題・改善点等）

公園施設の状況を的確に把握
し、安全性の向上に努める。
日ごろからの安全点検で遊具
の事故が発生しない安全な公
園施設を目指す。また、更な
る公園の遊具の安全確保を強
化するためにも、地域住民と
ともに安全意識の向上に努め
る。

年々管理する公園数が増加す
ることから、維持管理するた
めに必要な財源を確保する必
要がある。日ごろからの安全
点検で遊具の事故が発生しな
い安全な公園施設を目指し
て、地域住民とともに安全意
識の向上に努める。

公園施設の状況を的確に把握
し、地域住民とともに安全性
の向上に努めて、日ごろの安
全点検で遊具の事故が発生し
ない安全な公園施設を目指
す。予算の都合上、十分な対
応ができないことのないよう
に、予算の確保や公園の遊具
等の安全確保に努める。

公園施設の日常点検及び地域
住民からの要望や情報等によ
り公園施設の状況を的確に把
握し、安全性の向上に努め、
地域住民とともに遊具の事故
や発生しない安全な公園施設
を目指す。また、予算の都合
上、十分な対応ができないこ
とのないように、予算の確保
や公園の遊具等の安全確保に
努める。

取り組み内容・成果等

公園の安全･安心の確保を図
るため、除草･剪定による都
市公園や緑地の維持管理及び
遊具の改修や安全点検に努め
る。

公園・緑地等を安全･安心で
快適な状態に保つために、除
草や樹木の剪定及び遊具の安
全点検・改修など行い維持管
理に努めた。

公園の安全･安心の確保を図
るため、清掃・除草･樹木剪
定撤去による都市公園の維持
管理及び遊具の改修や安全点
検に努めた。

公園・緑地等の安全･安心の
確保を図るため、清掃・除
草･樹木の剪定撤去による維
持管理及び遊具の修繕や日常
点検に努めた。

(実績) 688 (実績)

708 (目標) 708

710 (実績)

(目標)

(実績)

708

千円 (予算) 217,689

(決算) 221,216 千円

千円

(目標)

(決算) 176,265 千円

千円 (予算)

平成28年度

千円

平成26年度
実績値

千円 (決算)

688

量の見込みと確保方策（事業計画第5章）対象事業

千円 (予算) 237,960

千円

該当なし

(予算)

184,757

平成29年度 平成30年度 平成31年度

予算・決算額

(予算) 193,995

奈良市子どもにやさしいまちづくりプラン　事業評価シート

事業Ｎｏ 111 事業名 公園管理運営 部名 都市整備部 課名 公園緑地課

事業内容

指標 管理する公園などの数身近な自然とのふれあいの場所、防災空間、良好な風致・景観を備えた
地域の形成等、多くの機能を有している公園・緑地の維持管理を行いま
す。

186,809

(決算)

180,210

(決算)

平成27年度

192,118 千円



■奈良市子どもにやさしいまちづくり条例第11条第2項の規定に対する担当課評価

子ども・子育て会議
における意見等

平成28年度 平成29年度

Ｂ

草刈りが年3回から2回に減っ
てしまったのは、子どもの居
場所作り、防犯上も含めて大
変問題があると思います。最
近、草刈りが出来ない庭や場
所に、レンガや小石を敷き詰
めたり、ヒメイワダレソウの
様な、草刈りの要らないグ
リーンカバーが存在していま
す。環境整備は、草刈りの方
法だけではないと思います。
新しい方法も含めて検討する
必要性を感じます。

他府県から移ってきた方に、
よく「奈良は子どもが遊べる
公園が少ない」といわれる。
実際、公園はあるが不審者が
でるという噂あったり、せっ
かく広い敷地があるのに鍵が
かかったままであったりで使
用できないなどの声を聞く。
高価な遊具を置く必要はない
が、子どもたちを安心して遊
ばせることのできる場所があ
ることも、過ごしやすい街づ
くりに必要な条件ではない
か。ただ、犬の糞の始末をし
ないとか、マナーの悪い人は
多いと想像がつくので、利用
については、厳しいルール作
りが必要かと思う。

奈良旧市街付近に子供を安心
して遊ばせることのできる公
園が少ないです。公園そのも
のが少ないのと、遊具がな
かったり、メンテナンスがさ
れていない状況です。

意見等に対する対応状況

供用後、相当の年数を経過し
た公園も多くあり、特に遊具
における安全面の低下を招く
ことがないように財政的な対
応も含めて安全の確保に努め
る。

除草については以前のような
年3回の実施は、予算上厳し
い。公園は子どもたちの健全
育成を図るために設置してい
ます。安全に公園を利用して
いただけるよう維持管理に努
める。

厳しい予算の中で除草について
は年２回の対応しかできていな
い状況であるが、地元グリーン
サポートさんや公園ボランティ
アさんのご協力も得ながら公園
の維持管理に努めています。ま
た、限られた財源を工夫しなが
ら効果的に投資し、市民の皆様
のニーズに応えられるように公
園整備に努めています。

奈良市の管理する都市公園は大
小合わせて５７０箇所あり、市
民の皆様が安全に公園を利用し
ていただけるよう奈良市都市公
園条例を定め、維持管理に努め
ているところであるが、マナー
の悪い方については地域の皆様
と相談しながら、看板設置等の
注意喚起を実施しています。

奈良市の管理する公園の遊具に
ついては、国の補助金を活用し
て損傷の激しいものから順次入
替えを実施しています。また、
予算の範囲内で遊具の修繕対応
を実施しています。今後も市民
の皆様が安全・安心して遊べる
遊具の設置に努めます。

子ども及びその関係者に
対して適切な情報を提供
しましたか

Ｂ Ｂ Ｂ

子どもが意見表明や参加
する機会を設けるよう努め
ましたか

Ｂ Ｂ

担
当
課
評
価

Ｂ

Ｂ

平成31年度

・通学路や公園については、
子ども会議でも多くのニーズ
があった。子ども会議からの
提案も活かしながら、進めて
いただきたい。

・老朽化した遊具での事故
は、信頼を失い、利用者を減
らす原因となるので、安全の
確保に努めてほしい。

・児童公園では草刈が年2回
しか行われず(以前は3回)、
草が伸び放題となっている期
間が長く、公園としての体を
なしていない。保育所などで
は、子どものお散歩コースと
して活用しているところもあ
り、最低でも年3回は必要と
考える。

・園・学校の時間外の子ども
の居場所づくりは大切な問
題。子どもが安全に外で遊べ
る場所が不足していると思い
ます。遊具等の維持管理に費
用がかかるのならば、一定数
撤去しても良いとも思えま
す。ただの広場であっても子
どもたちは自由な発想で遊び
ますから、安全に遊べる広い
場所を確保して頂ければと思
います。

年数回草刈り作業をして頂
き、その後2週間程度は大変
美しくなりますが、夏場は特
にすぐに雑草が生えて遊びづ
らくなる状態です。
草の中に踏み入って遊んでい
る様子を目にします。清浄回
数を増やして頂ければ、もっ
と多くの子どもや地域の方が
利用しやすく、安全・安心の
コミュニティーとしての役割
を充実できるのではないで
しょうか。

平成27年度 平成30年度

除草については、年２回の対
応をしているところですが、
予算上これ以上増やすことは
厳しい状況である。その中で
も地元グリーンサポートさん
や公園ボランティアさんのご
協力も得ながら、市民の皆さ
まに安全・安心して公園を利
用していただけるよう公園の
維持管理に努めています。



■基本情報

■事業の取組状況

■事業の進捗状況に対する担当課評価及び奈良市子ども・子育て会議における意見等
平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度

・「市公園の経年劣化による
遊具等の公園施設の施設の改
修を行います。」
　子供達の遊び場が少ないの
で、公園でボール遊びもでき
るようにして欲しいという
「子ども会議」での提案があ
りましたが、どのように検討
されているのでしょうか？
・公園の遊具等の管理をされ
ていますが、遊具については
子供の遊具だけでなく高齢者
の健康増進用遊具の設置に
よって、高齢者が公園で遊ぶ
子供たちの安心安全の見守り
ができるので、地域住民も公
園整備にも協力をえることが
できる。

今はどこの児童公園も遊具が
撤去され、ボール遊びが禁止
されて、子どもたちや子育て
家庭の安全な居場所になって
いるとは言えません。
子どもだけのものではなく、
地域の誰もが交流して、活用
できる場になるような、新し
い発想の公園があちこちにで
きれば、地域の活性化にもつ
ながり、こどもにやさしいま
ちになるのではと思います。

担当課評価 Ｂ Ｂ

公園を子どもの居場所と位置
付けると非常に重要で確保が
必要になる。そこにリスクが
あると安心して遊ばすことが
できない。リスクがあるなら
ば早急に改修、撤収すべきで
ある。

子ども・子育て会議
における意見等

・通学路や公園については、
子ども会議でも多くのニーズ
があった。子ども会議からの
提案も活かしながら、進めて
いただきたい。

・安全点検は、実際に使用し
ている子どもの保護者にも協
力を要請し、どの公園でどん
な改修が必要かを早期に把握
できるような取り組みが大切
かと思われる。

・都市公園の遊具改修や、施
設整備等は、子どもの遊び場
を確保するためにも非常に重
要な取り組みです。ぜひ、前
倒しですべての施設を早期に
改修してください。
・公園利用者への告知はして
いるのだろうか。利用者との
協働が必要では。

・園・学校の時間外の子ども
の居場所づくりは大切な問
題。子どもが安全に外で遊べ
る場所が不足していると思い
ます。遊具等の維持管理に費
用がかかるのならば、一定数
撤去しても良いとも思えま
す。ただの広場であっても子
どもたちは自由な発想で遊び
ますから、安全に遊べる広い
場所を確保して頂ければと思
います。

Ｂ Ｂ

取り組みの方向性
（課題・改善点等）

長寿命化計画に基づき危険度
判定Dの公園施設について順
次改修を行っていく。

長寿命化計画に基づき危険度
判定C,Dの公園施設について
順次改修を行っていく。

長寿命化計画に基づき危険度
判定C,Dの遊具について順次
改修を行っていく。

長寿命化計画に基づき危険度
判定C,Dの遊具について順次
改修を行っていく。

0 (実績) (実績)

平成31年度

16

46

(目標) 3 8 (目標)

62,146

（繰越分 40,146）
千円

千円 (予算)

(目標)

(決算)

平成31年度

取り組み内容・成果等

公園長寿命化計画策定業務を
完了した。

公園長寿命化計画にもとづき
遊具35基更新を計画したが、
地元との協議に不足の日数を
要したため、次年度に繰越と
なり平成29年度早期に完了す
る予定。

平成28年度繰越分について38
基の遊具の更新を完了した。
平成29年度現年分について8
基の遊具の更新を完了した。
引き続き、公園施設長寿命化
計画に基づき老朽化した遊具
の更新を実施する。

平成29年度繰越分について11
基の遊具の更新を完了した。
平成30年度現年分について13
基の遊具の更新を完了した。
引き続き、公園施設長寿命化
計画に基づき老朽化した遊具
の更新を実施する。

(目標)

24

目標値と実績値

20

(実績) 3 (実績) (実績)

(目標)20

千円

千円 (予算)
（繰越分  6,300）

46,300

部名 都市整備部 課名 公園緑地課

事業内容

指標
公園施設長寿命化計画に基づ
き危険度判定C,Dの施設につ
いて更新した遊具数都市公園の経年劣化による遊具等の公園施設の施設の改修を行います。

平成26年度
実績値

量の見込みと確保方策（事業計画第5章）対象事業 該当なし

40

平成28年度 平成29年度 平成30年度

(決算) 0 千円

予算・決算額

(予算)

(決算) 35,052

奈良市子どもにやさしいまちづくりプラン　事業評価シート

事業Ｎｏ 112 事業名 公園整備事業

千円

55,408

40,146

（繰越分  4,990）

27,483
千円

35,052 千円 (予算) 千円 (予算)
（繰越分 40,146）

(決算) (決算)

平成27年度
（繰越分  9,633）

49,633

千円



■奈良市子どもにやさしいまちづくり条例第11条第2項の規定に対する担当課評価

担
当
課
評
価

子ども及びその関係者に
対して適切な情報を提供
しましたか

Ｂ Ｂ Ｂ

子どもが意見表明や参加
する機会を設けるよう努め
ましたか

Ｂ Ｂ Ｂ

Ｂ

･公園でのボール遊びについ
ては、ボール遊びができる公
園として地域の皆さんの理解
が得られるよう地域の自治
会・子どもたち・市が一緒に
ルール作りを進めていくこと
が必要である。
・遊具の設置については、長
寿命化事業による遊具の更新
を実施している。しかしなが
ら、地域住民との調整が必要
であるが、既存遊具とは異な
る健康遊具の設置も可能であ
るので、利用者ニーズの把握
に努めながら健康増進等を図
れる公園の整備を進めます。
・公園で安全・安心して遊ん
でいただけるよう遊具の日常
点検等を実施し、遊具の修繕
等に努めています。また、長
寿命化計画に基づき、順次改
修を行っています。地元自治
会とも調整を行いながら、利
用頻度が低い遊具等は改修を
行わず、撤去している場合も
あります。
・平成３０年度奈良市子ども
会議の提案については、新し
い公園の在り方を考えること
から、現在、プロジェクト
チームを作り、２～３ヶ月に
一度「まちの食卓」というイ
ベントを開催しています。イ
ベント時限定ではあります
が、遊具を置いたり、キッチ
ンカーを呼ぶ等、子ども会議
で出た提案も取り入れなが
ら、公園の中央に大きな食卓
を置いて小さい子どもからお
年寄りまで幅広い世代が集ま
れる環境を作り、公園に対す
る関心を深めてもらい、これ
からの公園の使い方や過ごし
方について意見を出し合える
ような新しい取組みを試験的
に始めます。

Ｃ

意見等に対する対応状況

子どもの保護者や自治会から
の情報提供と長寿命化計画に
基づき調査した結果を照らし
合わせ危険度判定Dの公園施
設について順次改修を行って
いく。

長寿命化計画に基づき順次改
修を行っています。
遊具等の改修時は事前に地元
自治会と調整を行い実施して
います。その際に利用頻度の
低い遊具等は改修を行わず撤
去することも検討します。

公園は子どもたちの健全育成
を図るために設置していま
す。安全・安心して公園の遊
具で遊んでいただけるよう長
寿命化計画に基づき順次改修
を実施しています。また、公
園施設日常点検も行いなが
ら、リスクの高い公園施設の
把握に努め、修繕及び撤去の
対応を検討します。

平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度平成27年度



■基本情報

■事業の取組状況

■事業の進捗状況に対する担当課評価及び奈良市子ども・子育て会議における意見等

■奈良市子どもにやさしいまちづくり条例第11条第2項の規定に対する担当課評価
平成27年度

Ｂ

・空家募集の広報活動を強化
し、より多くの方々に知って
もらえるよう、引き続き取り
進めてほしい。

・需要のある世帯に対して、
こういった制度があることが
どれくらい周知されているの
かという点があると思いま
す。

Ｂ Ｂ

子ども及びその関係者に
対して適切な情報を提供
しましたか

Ａ Ａ Ａ

平成31年度

意見等に対する対応状況

・既存のしみんだよりやホー
ムページ・子育て世帯向け冊
子等による広報に加えて、さ
らなる広報活動を検討し、今
後も現行の取り組みを継続す
る。

より充実した事業となるよ
う、福祉部局等他課とも連携
しながら周知に努めます。

ー ー

担
当
課
評
価

Ａ

子どもが意見表明や参加
する機会を設けるよう努め
ましたか

― ― ― ―

平成28年度 平成29年度 平成30年度

取り組み内容・成果等

多子世帯向けとして1件空家
募集し、1件入居した。予
算・決算額については、一般
向け住宅及び特定目的住宅の
空家修繕費に含まれるため、
多子世帯向住宅として個別で
計上していない。空家募集に
ついては、過去の応募状況等
を参考に、多子世帯向けを含
めた特定目的住宅の募集戸数
をその都度検討するため、目
標値は定めていない。

多子世帯向けとして1件空家
募集し、1件入居した。予
算・決算額については、一般
向け住宅及び特定目的住宅の
空家修繕費に含まれるため、
多子世帯向住宅として個別で
計上していない。空家募集に
ついては、過去の応募状況等
を参考に、多子世帯向けを含
めた特定目的住宅の募集戸数
をその都度検討するため、目
標値は定めていない。

多子世帯向けとして平成２９
年度は募集していない。予
算・決算額については、一般
向け住宅及び特定目的住宅の
空家修繕費に含まれるため、
多子世帯向住宅として個別で
計上していない。空家募集に
ついては、過去の応募状況等
を参考に、多子世帯向けを含
めた特定目的住宅の募集戸数
をその都度検討するため、目
標値は定めていない。

多子世帯向けとして1件空家
募集し、1件入居した。予
算・決算額については、一般
向け住宅及び特定目的住宅の
空家修繕費に含まれるため、
多子世帯向住宅として個別で
計上していない。空家募集に
ついては、過去の応募状況等
を参考に、多子世帯向けを含
めた特定目的住宅の募集戸数
をその都度検討するため、目
標値は定めていない。

平成30年度 平成31年度

ー

取り組みの方向性
（課題・改善点等）

今後も現行の取り組み方針を
継続する。

今後も現行の取り組み方針を
継続する。

今後も現行の取り組み方針を
継続する。

今後も現行の取り組み方針を
継続する。

ー

平成27年度

子ども・子育て会議
における意見等

担当課評価

平成28年度 平成29年度

Ｂ

(実績)

目標値と実績値

(目標) ー (目標) ー (目標)

1 (実績)(実績) 1

4

千円 (予算) ー

(決算) ー

(目標)

(実績)

ー (目標) ー

0 (実績) 1

千円 (決算)

(予算) ー

(決算) ー 千円

千円

千円

千円千円 (予算) 10,000

千円 (決算)

事業内容

指標
多子世帯向け住宅の
新規募集件数（4件）市営住宅の3ＤＫ若しくは3ＬＤＫの空家募集において、18歳未満の児童

が3人以上いる世帯（多子世帯）に対する優先入居制度を実施します。

平成27年度 平成28年度

量の見込みと確保方策（事業計画第5章）対象事業

ー 千円

平成29年度 平成30年度 平成31年度

平成26年度
実績値

1

該当なし

予算・決算額

(予算) ー 千円 (予算) ー

(決算) ー
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■基本情報

■事業の取組状況

■事業の進捗状況に対する担当課評価及び奈良市子ども・子育て会議における意見等

■奈良市子どもにやさしいまちづくり条例第11条第2項の規定に対する担当課評価
平成27年度

Ｂ

・空家募集の広報活動を強
化し、より多くの方々に
知ってもらえるよう、引き
続き取り進めてほしい。
・民間賃貸住宅の活用によ
る家賃補助制度への転換を
検討すべきではないか。住
居費の負担は大きいため市
の財政負担も大きいが、出
生率のアップや人口増にも
つながるのではないか。

・需要のある世帯に対し
て、こういった制度がある
ことがどれくらい周知され
ているのかという点がある
と思います。
・親の通勤、子の通学等の
関係から引越までして生活
圏域を変更するにはマイナ
ス面も多く使い勝手が悪
い。他市町村のように民間
の賃貸住宅も活用し思い
切って家賃補助制度への転
換を検討すべき。住居費の
負担は大きいため市の財政
出動も大きいが、出生率の
アップや人口増にもつなが
り、将来的には税収増につ
なげられるのでは。本計
画、本条例の理念にも合致
し、子育てしやすいまち奈
良市のシンボル的な事業と
なる可能性があると考え
る。

Ｂ Ｂ

子ども及びその関係者に
対して適切な情報を提供
しましたか

Ａ Ａ Ａ

平成31年度

意見等に対する対応状況

・既存のしみんだよりや
ホームページ・子育て世帯
向け冊子等による広報に加
えて、さらなる広報活動を
検討し、今後も現行の取り
組みを継続する。
・民間賃貸住宅の活用によ
る家賃補助制度への転換を
検討する。

現行の事業を継続しつつ、
民間の賃貸住宅の活用につ
いては、奈良県が補助する
特定優良賃貸住宅や、平成
２９年度から開始された
「新たな住宅セーフティ
ネット」等についても福祉
部局と連携して周知しま
す。

既存のしみんだよりやホー
ムページ・子育て世帯向け
冊子等による広報に加え
て、さらなる積極的な広報
活動を検討し、今後も現行
の取り組みを継続します。 ー

担
当
課
評
価

Ａ

子どもが意見表明や参加
する機会を設けるよう努め
ましたか

― ― ― ―

平成28年度 平成29年度 平成30年度

取り組み内容・成果等

子育て世帯向けとして22件
空家募集し、20件入居し
た。

子育て世帯向けとして12件
空家募集し、12件入居し
た。

子育て世帯向けとして11件
空家募集し、11件入居し
た。

子育て世帯向けとして11件
空家募集し、9件入居した。

平成30年度 平成31年度

ー

取り組みの方向性
（課題・改善点等）

22件中2件については、募集
したにも関わらず応募がな
かった。今後は、子育て世
帯の需要をより見極め、募
集住宅を選定する。

12件中3件については、当該
募集月では応募がなく、次
回以降の募集等で入居し
た。
今後は、子育て世帯の需要
をより見極め、募集住宅を
選定する。

11件中11件全て入居した。
今後も子育て世帯の需要を
より見極め、募集住宅を選
定する。

11件中2件については、募集
したにも関わらず応募がな
かった。
今後も、子育て世帯の需要
をより見極め、募集住宅を
選定する。

子育てしやすい町  奈良を
アピールするには、より良
い住宅環境を求める子育て
世代に積極的に知らせる必
要がある事業です。
今あるものを、積極的に活
用でき、宣伝もしやすい事
業ではないでしょうか。今
後は、内容、数ともに充実
させ、積極的に活動を行っ
て欲しいです。

平成27年度

子ども・子育て会議
における意見等

担当課評価

平成28年度 平成29年度

Ｂ

(実績)

目標値と実績値

(目標) 20 (目標) 12 (目標)

12 (実績)(実績) 22

6

千円 (予算) 13,000

(決算) 12,884

(目標)

(実績)

10 (目標) 10

11 (実績) 11

千円 (決算)

(予算) 13,000

(決算) 12,858 千円

千円

千円

千円千円 (予算) 7,800

千円 (決算)

事業内容

指標
子育て世帯向け住宅の
新規募集件数（6件）市営住宅の空家募集において、同居親族に小学校就学前の児童がいる

世帯（子育て世帯）に対する優先入居制度を実施します。

平成27年度 平成28年度

量の見込みと確保方策（事業計画第5章）対象事業

15,015 千円

平成29年度 平成30年度 平成31年度

平成26年度
実績値

20

該当なし

予算・決算額

(予算) 26,000 千円 (予算) 15,600

(決算) 25,429
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